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深谷昌志�

「モノグラフ・中学生の世界｣�
を振り返って�

1. モノグラフの始まり
モノグラフ・シリーズは小学生、中学生、高校生の03 シリーズが刊行されてきた。その中で、

最も発刊が早かったのは、｢モノグラフ・中学生の世界｣の1978（昭和53）年04 月だった。次いで、
1980（昭和55）年02 月に「モノグラフ・高校生｣、さらに、1981（昭和56）年06 月に「モノグラ
フ・小学生ナウ」が発刊された。それから、現在にいたるまで、20年以上にわたって、｢モノグ
ラフ・中学生の世界｣は79号、「モノグラフ・高校生」は73号、「モノグラフ・小学生ナウ｣は年間
12本の時期があったので181本に達し、児童や生徒を対象とした333本の調査レポートを発表して
きた。
本シリーズのきっかけは1977（昭和52）年にさかのぼる。現在では、大企業の仲間入りをして

いるベネッセコーポレーションも、当時は岡山に本社を持つ福武書店という名前の小さな受験産
業だった。家庭に配布された国語や算数（数学）の問題を解いて送ると、赤ペン先生の添削が返
送される。そうしたシステムが、子どもや親の支持を得ていた。創業者である故福武哲彦社長と
お会いした際、赤ペン先生は通信教育の教材なので、きちんとしたマーケットリサーチをして、
難易度や子どもの充足感を分析してほしいという依頼を受けた。
福武哲彦社長の熱意に押される感じで、マーケットリサーチを引き受けることにしたが、今か

ら25年以上昔のことなので、研究者として、企業の内部調査を手がけるのに抵抗もあった。そこ
で、マーケットリサーチをする代わりに、子どもを対象とした調査を実施しているので、その報
告書を印刷してほしいと頼んだ。

2. モノグラフの運営
福武哲彦社長は、創業者らしく、決断の人だった。子ども調査の説明を聞いて、すぐに関心を

示してくれた。そして、そうした研究活動を積極的に支援しようと確約してくれ、1か月もしな
いうちに、モノグラフの骨格が固まった。
① 研究者や現場の教師を中心とした同人会組織を作り、同人会で、調査テーマの決定や調査票
の作成、調査結果の分析、報告書の作成を行う。

② 福武書店の教育研究所は、調査の実施や調査結果の配布などを行う。
③ 調査結果は、結果配布後、同人と研究所とで自由に利用できることにする。
④ 同人会は研究ベースで運営するので、福武書店から調査関係の実費と会合費、報告書の原稿
料を支援してもらうが、同人の日当や交通費、資料費などは要請しない。
こうしてモノグラフは、福武哲彦社長と深谷昌志との信頼関係に基づいて発足し、その後、20

年以上にわたって、継続されることになった。ここまで永く続けられた成功の鍵は、ベネッセコ
ーポレーション（福武書店）と同人会との関係の持ち方だったように思う。
同人会サイドからすると、テーマ設定から調査票の作成、データの分析など、研究ベース（原
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稿料と会合費以外無償）で行うので、精度の高い知的なデータを一般企業に提供する感じがする。
また調査にかかる実費を負担してもらえるので、積極的に調査に取り組める。さらに同人と福武
書店との共同研究の形をとっているので、研究プロジェクトに参加し、良質のデータをまとめる
ことができれば、研究者としての資産を入手できることにもなる。
福武書店からすると、調査研究が研究ベースで行われるので、コスト的に安くすむ。そうはいっ

ても、モノグラフを印刷し、全国規模で報告書を配布するので、かなりの支出が必要になる。し
かし、研究者と現場の教師で構成された研究同人が報告書を作成しているという認識が定着する
につれて、モノグラフを安心して利用する雰囲気が広まり、マスコミも、結果を取り上げるよう
になった。その結果、社会的に役立つデータを提供する企業として、福武書店の企業イメージや
知名度が高まるという効果をもたらした。このＰＲ効果をカウントすれば十分にペイできるとい
う計算も成り立つ。

3．「モノグラフ・中学生の世界」の成果
「モノグラフ・中学生の世界」の成果を振り返ってみよう。
① 中学生を対象とした調査を定着させた

現在では、中学生を対象とした調査は当たり前になっているが、モノグラフが刊行された当時、
中学生の実証研究はあまり試みられていなかった。そうした意味では、モノグラフは中学生調査
の先駆的な役割を果たしたと考えている。
② 中学生調査の形式を確立した

モノグラフでは、巻末に集計表と同時に、調査票を添付してきた。これも、当時としては画期
的な試みだが、調査の透明性を確保し、他の研究者や教師による追跡調査を可能にすることを目
的としていた。特別号の編集にあたって、古いモノグラフを読み直してみた。現在のレベルから
すると、調査票のワーディングに手直ししたい項目が目につく。モノグラフを通して、ワーディ
ングも含めて、調査票の形式を確立してきた感じがする。
③ 中学生からの視点を提起できた

モノグラフの結果は、予想した以上にマスコミに取り上げられた。そして、モノグラフのデータは
我々の手を離れ、様々な形の情報として社会的に広まった。そして、中学生からの視点に立った
分析が広く定着したように思われる。
④ 現場教師と研究者とが連携する01つの形を作った

モノグラフ作成にあたり、現場の教師の持つ問題意識と研究者の方法論的な技法とを合体させ
る目的で同人会を結成した。特に、「モノグラフ・中学生の世界」の場合、生徒指導が主たるテ
ーマなので、中学教師たちの問題意識を踏まえて、調査票を作成することが多かった。
⑤ 企業と研究者との共同研究に01つの形を作った

現在でも、企業と研究者グループとの共同研究は難しい。理想を追求する研究者と現実的な利
益を求める企業との間に一致点を見いだしにくい。そうした意味では、すでにふれたような枠組
みで、20年以上にわたって、プロジェクトを組んできたのは奇跡に近い。
⑥ 昭和から平成にかけての中学生についてのドキュメントを残せた

例えば、1980年代の中学生が何を考えていたかは、今になると復元できない。そうした意味で
は、「モノグラフ・中学生の世界」は、1978年から2005年まで、ほぼ四半世紀にわたって、研究
者の良心と現場教師の熱意に支えられて、中学生の心を追い求めてきた。こうしたドキュメント
は、現在より、むしろ、これから先ますます貴重な資料になっていこう。歴史的に意味のあるこ
うしたプロジェクトに参加できたことは研究者冥利につきる。
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中学生が変わったといわれる。変わったの
は確かであろうが、どういう面がどの程度変
化したのかがわかりにくい。特に中学生の世
界から地域差が消え、どこの中学生も同じよ
うな成長をたどっている。
vol.60「都市の中学生・山村の中学生」（1998

年）では、地域差がどの程度存在するのかを、
6 地域の中学を対象として検討してみた。6
地域とは、東京の｢下町中｣と｢ニュータウン
中｣、静岡の「するが中」、秋田の｢奥羽中｣、
島根の｢いずも中｣、九州の島にある｢島中｣
（いずれも仮名）である。詳しくは、同報告
書を参照してほしいが、結論にあたる部分に、
図01－01のような結果がある。
これは、6地域の中学校の中での差に着目

して、「差がある項目」から｢差がない項目｣へ

と、位置づけたものだ。「携帯・PHSを持っ
ていく」｢腕時計を持っていく｣などの持ち物
や「通塾」などの行動には差がみられる。し
かし、｢幸せな家庭をつくれる｣「望みの仕事
につける」などの意識については、6 中学校
間にあまり差が認められない。行動に開きが
みられるが、意識レベルでは地域差が認めら
れないという結果である。
もっとも、地域差の消滅も当然のように思

う。テレビゲームのソフトは全国一斉に発売
されるし、コンビニのスナックも同じ時期に
店頭に並べられる。もちろん、テレビ番組は
全国共通だし、ヒット曲のＣＤも各地で同時
に発売される。そうした意味では、中学生は
全国的な商品流通の渦に巻き込まれている。

深谷昌志�

1　全体として�

1．地域差が消えた

― 6 ―



●モノグラフ・中学生の世界　特別号�

― 7 ―

そうしたとき、中学生の現在を捉えるため
には、比較をする基準が必要になる。何かの
基準に照らして、ここが歪んでいる、あるい
は、ここは長所と指摘すればいい。ただ、基
準として何をとるかが問題になる。
基準のとり方に02 つが考えられる。1 つは

海外の中学生のデータとの横断的な対比であ
ろう。もちろん、比較調査を行うには言語を
含めてそれなりの困難さを伴うが、それを別
にすれば、東京の中学生のデータをサンフラ
ンシスコやパリ、北京、ソウルなどの中学生
と比較すれば、中学生の生活にそれぞれの開
きが生じるのが当たり前である。ただ、北京
には北京の中学生をめぐる状況があり、ソウ
ルにもソウルの文化的・歴史的な背景があ
る。それだけに、開きが認められたとき、そ
れをどう解釈するのかに難しさを感じる。

もう01 つの基準のとり方は過去のデータと
縦断的に対比させて、現在の中学生の姿を捉
える努力であろう。この場合、適切な過去の
データを見つけるのが難しい。30年くらい前
だと、中学生調査が少ない上に、コンピュー
タ集計が行われていないので、調査の設計が
現在と異なる。加えて、研究にも流れがあっ
て、どうしてもその時の関心で調査をしてし
まう。そうした事情が重なって、時系列的な
比較調査は意外に行いにくい。
vol.51「中学生は変わったのか」（1995年）

は、1983年前後と対比させて、1995年の生徒
の意識を分析した結果である。1983年と1995
年とでは、時系列というにしては間隔が短い。
また、1995年調査は約10年前の調査なので、
現在からみて、どの程度の有効性を保ってい
るかについて疑問も残る。

2．2つの基準のとり方

■図1－1　地域色のまとめ（vol.60 図 3－9） 
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しかし、そうした条件を視野におきつつ、
調査結果を概観してみよう。1983年から1995
年にかけての中学生の変化は以下の04 点に要
約できる。

① 規範感覚が緩む

1983年の場合、「自室でタバコをすう」を
悪い（「とても＋かなり」）と思っている生徒
は79.7％を占めた。しかし、1995年の場合、
悪いと思う割合は65.1％で、14.6ポイントも
低下している。その他、図01－02が示すよう
に、「他人の体育館ばきを無断で使用する」
や「かるくパーマをかける」など、悪いと思

う感覚が低下している。
こうしたことを繰り返すのは、善悪の基準

が緩み、問題を抱えた生徒なのであろう。そ
うした生徒が増加している。

② 社会的な達成意欲が低下

おとなになってから、社会的な達成を可能
と思うかについての変化は表01－01の通りで
ある。「大会社の社長」を除くと、7 項目中
の06 項目で、なれる（「たぶん＋もしかした
ら」）と思う割合が低下している。将来に大
きな望みを託せない中学生の姿が浮かんでく
る。

3．時系列の変化から

■図1－2　悪いと思う割合（vol.51 図 4から）�
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③ 伝統的な性役割意識が消えた

中学生は、最も性差を意識する時期といわ
れる。そこで、図01－03に目を通してほしい。
この図の左半分は「伝統的な性差」のみられ
る行為、右半分は「性差の縮小した」状態を
示している。図から明らかなように、｢基本
的に妻は夫にしたがう」に「とても＋わりと」

そう思う生徒は、1983年の28.9％から1995年
の11.2％へ減少している。それに対し、｢夫と
妻とで交代で食事を作る｣は8.8％から21.3％
へ増加している。性差にこだわらずに、自分
たちの家庭を作ってみたいという中学生が多
くなっている。

■表01－01 社会的な達成─なれそうもない（vol.51 表22）
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④ 親を超えにくい

親との関係を示唆した結果の01 つに表01－
02のような数値がある。父親に対してももち
ろんだが、母親についても、｢25歳くらいに
なっても超えられそうにない｣と思っている

生徒が増加している。この結果にいくつかの
考察が可能だが、中学生が親を頼って、家庭
に安住している姿が浮かんでくる。これが小
学生なら問題が少ないが、中学生になっても、
親に頼りきっているあたりが気になる。

●モノグラフ・中学生の世界　特別号�

■表01－02 親を超えられそうにない（vol.51 表09）

（％）

父親 母親
83年 95年 83年 95年

人とのつき合い方 33.5    ＜ 36.9    31.5    ＜ 37.1 

がんばる力 34.0    ＜ 36.3    31.0    ＜ 37.0 

社会常識 49.5    ＜ 53.3    39.5    ＜ 44.6 

社会についての見方 53.0    52.9    43.4    ＜ 44.0 

数学の学力 25.6    ＜ 35.4    14.0    ＜ 22.4 

体　力 28.4    ＜ 41.8    5.5     ＜ 9.7 

経済力 75.2    ＜ 75.8    54.2    ＞ 52.1

「親を（25歳くらいまで）超えられそうにない」と思う割合
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4．国際比較を通して

時系列を追ってみると、前述のように、社
会的な達成を断念して、家庭の中に安住して
いる中学生の姿が浮かんでくる。こうした姿
を視野に置いて、他の社会の中学生の姿を鏡
として、日本の中学生を見つめると、日本の
中学生の実像が浮かんでくる場合がある。vol.
75「東京の中学生・ソウルの中学生」（2003
年）では、日本と共通の地盤を持ちながら、
独特な文化も兼ね備えているソウルの中学生
を鏡として、東京の中学生を見つめてみたい
と思った。ここでは、調査結果を04点にしぼっ
て考察することにしよう。

① のんびりとした生活（東京）

図01－04・図01－05が示すように、テレビ
を「02時間以上」見ている割合は東京が61.5％
で、ソウルが36.5％と、25.0ポイントの開き
がみられる。また、「02 時間以上」勉強をして
いる割合は東京24.8％、ソウル38.4％で、ソ
ウルの方が13.6ポイント多い。図式化すると、
東京の中学生はのんびりとテレビを見て毎日
を過ごし、ソウルの中学生は勉強を意識した
生活を送っている。

■図1－4　テレビの視聴時間（vol.75 TOPIC□1 図1） 

（％）�

（％）�

東　京�

ソウル�

ほとんど見ない�
    30分未満 

     8.2               25.1                26.4                       35.1      �

10.4    7.0          18.7              27.4        14.8                21.7  

2.6 2.6

2時間～3時間未満                     3時間以上      
30分～�
1時間未満�

1時間～�
2時間未満�

■図1－5　家庭学習時間（vol.75 TOPIC□1 図2） 
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23.2     　　　8.1     　12.5    　　 17.9     　　　　17.5    　　10.7    　10.2 

30分～�
1時間未満�

2時間～�
3時間未満�

3時間～4時間未満� 4時間�
以上�
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② 難関大学志望が04割（ソウル）

将来の進路についての見通しを表01－03に
示した。難関大学や大学院への進学を目指す
者は、東京が15.9％なのに対し、ソウルは
40.0％に達する。ソウルでは04 割の中学生が
望みの進学を意識してがんばっている。韓国
は現在でも学歴社会で、ソウル大学を筆頭と
して、高麗大や延世大などの人気が高い。そ
うした有名大学へ進学するために、小学生の
うちから、塾へ通ったり、家庭教師を頼む状
況が目につく。
韓国では、日本のセンター試験に相当する

大学進学共通テストを実施する頃になると、
テレビでは、日本でいうところの水垢離をし
たり、お百度参りをする母親の姿が映される。
一家をあげて、子どもの進学を支援する風習
が社会的に定着している。そうした緊張感が、
①で触れた勉強時間の長さに連なったのであ
ろう。

③ ビッグな目標は断念（東京）
中学生にビッグな目標を示して、達成の可

能性を尋ねてみた。図01 －06に示すように、
「日本（韓国）を代表する大学教授」の職に
つけると思っている生徒は、ソウル40.2％、
東京16.1％、また、｢日本（韓国）を代表す
る芸術家｣はソウル38.3％、東京17.9％である。
ソウルの生徒はビッグな目標の達成を可能だ
と信じ、未来に希望を抱いて暮らしている。

④ 疲れている中学生（ソウル）

図01－07は東京とソウルの中学生の体調を
「よく＋わりと」ある割合で尋ねた結果を示
している。「気力がない」「夜眠れない」「頭
がボーっとしている」のように、両都市の中
学生の反応に差があまり認められない項目も
みられる。しかし、8 項目のうち、4 項目に

ついては10ポイント以上の開きが認められ
る。特に、「貧血気味である」や「朝食欲が
ない」などでは、東京とソウルとの間に20ポ
イント以上の開きがある。ソウルの中学生は、
東京の中学生より、「朝食欲がない」「気力が
ない」などを感じている。
全体として、東京の中学生に「のんびり」、

ソウルの中学生に「疲れ」を感じる。
ソウルと対比させて、東京の中学生の特徴

を拾うと、「のんびり」を感じる。東京の中
学生は、学校へ行けば話し相手の友だちがい
て、家庭では頼りになる親がいて、見守って
くれる。そして、のんびりとテレビを見て、
体調もよい。毎日が楽しいという。ただ、将
来に向けてがんばろうという気迫に欠ける
【vol.75  TOPIC □3 図02・TOPIC □4 図01・

TOPIC□5 図01】。
ソウルの中学生の04 割は難関大学への進学

を目指してがんばっている。親の期待に応え
て、社会的な達成への意欲も強い。そして、
勉強時間も長い。しかし、ストレスのせいか、
体調がよくなく、朝疲れている生徒が多い。
学校も緊張感が強いためか、学校を休みたい
と思う生徒も少なくない【vol.75  TOPIC□3
図03】。
ソウルの中学生に、30年前の日本の中学生

を連想する。日本では、「15の春」という言
い方があった。そして、教育界では、中学生
のそうした重圧を取り除こうとしてきた。ソ
ウルとの比較結果によると、日本の中学生は
重圧から解放された。それはよいのだが、中
学生にひよわさや無気力さを感じる。のんび
りしていてもよいが、自分なりに生きる目標
を決め、がんばってほしい。のんびりした中
学生はどうしたら意欲を燃やすようになるの
か。新しい課題が提起された思いを強く抱い
た。



●モノグラフ・中学生の世界　特別号�

― 13 ―

■表01－03 進学希望（vol.75 表15）
（％）

全体 東京 ソウル
東京 ソウル 男子 女子 男子 女子

中学校まで 1.4    1.1     1.9     0.8     1.1     1.1     
高校まで 14.8    4.6     16.8    12.4   5.4     3.6 
専門学校や短期大学まで 23.6    15.0    13.5    35.4    14.9    15.2 

小計 39.8    20.7    32.2    48.6    21.4    19.9 

入学するのがふつうくらいの大学まで 26.6    27.4    26.3    26.9    24.3    31.3 

入学するのが難しい大学まで 11.1    21.7    13.5 8.2     22.3    21.0 
大学院まで 4.8     18.3    7.0     2.2     21.6    14.3 

小計 15.9    40.0    20.5    10.4    43.9    35.3 

未定 16.4    7.9     18.9    13.5    7.1     8.9 
その他 1.4 3.9     2.1     0.5     3.4     4.5 
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田中統治�

2　学　校�

中学生にとって学校は生活の大半を占めて
おり、その多くは授業に費やされている。こ
の10数年間に、授業のあり様は大きく変わっ
てきた。例えば、1992年に月01 回だった学校
週05 日制が、1995年から月02 回に増えて、
2002年から完全学校週5日制に移行した。週
06 日制と週05 日制では、授業の進め方が変わ
るばかりでなく、学校生活も一変している。休
日が増えた分だけ、平日が忙しくなった。これ
は日本の学校を大きく変えることになった。
また、中学校に限ってみれば、高校入試の

改革が進み、推薦入試などの新しい方式が導
入された。少子化も加わって高校受験の厳し
さがゆるやかになった。それでも中学03 年生
にとっては高校入試が人生で初めて経験する
関門であることに変わりはない。内申書の重
視によってふだんの授業態度や提出物に気を
つかう中学生もいる。
しかし、自宅での学習時間は減ってきてお

り、学習習慣だけでなく生活習慣も身につけ
ていない中学生が増えていることも確かであ
ろう。先生たちはこうした中学生をどうすれ
ば意欲的な生徒に変えられるかという課題に
直面しているようだ。家庭生活を含めた生活
指導に毎日追われている学校も少なくない。
保護者の意識もこの10数年間に以前よりも大

きく変化している。
大都市部を中心に公立中学校への信頼感が

ゆらいでいる。私立中学や学習塾の方に信頼
をよせる保護者が増えてきた。その理由は、
かつて公立中学校が荒れていた時期があった
からであるが、最近は「ゆとり」教育による
学力の低下を心配するケースもみられる。公
立中学校をどうすれば活性化することができ
るか。選択教科制や「総合的な学習の時間」
で学校の特色を打ち出す施策や、学校選択制
と外部評価に活路をさぐる改革も進められて
いる。
教育改革の嵐が公立中学校に押し寄せ、教

師たちは余裕のない状態に置かれている。競
争原理が「学校の塾化」を招くのではないか
という指摘がなされている反面、各学校は地
域からの信頼を回復するため教育実績をどう
評価してもらえるか不安に感じている。こう
した外部の動きが学校生活にも影響を及ぼし
ているのであろう。
私事にわたって恐縮だが、この10年の間に、
筆者の03 人の子どもたちは同じ公立中学校を
卒業した。このため、10年間の変化を身近に
感じることができる。ヤンキーと呼ばれる子
や、不登校になった子に接する機会もあった。
いまは社会人、大学生、高校生になった彼ら

1．中学校をめぐる動きと学校生活
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の学校生活はそれぞれ時代の動きを反映して
いる。中学生は変わったかといえば、変わっ
たところもあるし、変わらないところもある。
大きな変化はコンピュータの普及であり、変
わらない風景は部活動や登下校の様子である。

ここでは、中学校生活のトピックについて、
ミクロからマクロにズーム・アウトする形で
考えてみたい。そうすることで、生徒たちの
眼から見た学校生活の実態を把握することが
できるだろう。

2．クラスによって違う満足度

表02－01は、「学校に通うことが楽しいか」
について06 段階評価で生徒が答えた平均値の
高いクラス（値が大きいほど楽しくない）を
並べたものである。表の右側の印（○：担任
とうまくいっていないクラス、□：クラスの
友だちとうまくいっていないクラス）をみる
と、平均値が上位の（つまり学校が楽しくな
い生徒が多い）クラスでは、担任や友だちと
の関係がうまくいっていないようである。ク
ラスの人間関係は学校の楽しさに影響するの
であろう。
この調査は06 月と11月の02 回にわたって同

じクラスで実施した。このため、夏休みをは
さむ05か月間の変化をみることができた。そ
の結果は、どういう担任のクラスに配属され
るかが学校生活の楽しさを左右するというも
のである。保護者の間では以前から担任の
「当たりはずれ」が言われてきた。表02 －01

は、それを一定、裏づける結果であり、ある
意味では、学校選択制以上に、「担任」選択
制の方が必要なことを示している。
教科担任制をとる中学校では、学級担任の

影響は小さいとみられてきた。しかし、クラ
スの人間関係をつくる上では影響がかなり大
きい。このことは、学校関係者の間で「常識」
に属するのかもしれない。しかし、「指導力
不足」教師の問題が正式に取り上げられるよ
うになったのは最近のことである。その判定
基準や身分保証の問題は残るけれども、クラ
スへの影響がこれほど大きいことは直視しな
ければならない。
vol.57「学校内の人間関係」（1997年）の報

告では、クラスを楽しいと思う割合が「わり
と」（49.6％）を含めて80.7％に達していた
【vol.57 図02－01】。またvol.69「居場所とし
ての学校」（2001年）では、学校に通うこと

■表2－1　学校に通うことが楽しいか（クラス別平均値の比較）（2回目調査）�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                （vol.69 表 2－4）�
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が楽しい（「とても＋わりと」）と思う割合が、
57.5％（01 回目調査）から54.5％（02 回目調
査）に若干、低下している【vol.69 図01－04】。
これに影響している要因の01 つが「教師との
関係の悪化」であろう。以前よりも担任への

関心が薄い生徒や、人間関係に未熟な生徒が
増えているようである。だから教師だけの問
題ではないのかもしれないが、やはり生徒に
とって「居心地のよい」クラスにする工夫が
必要である。

3．クラスで友人をどうつくるか

中学生の時期は、異性への関心が高まるけ
れども、それ以上に、同性の友人との間で親
密さを増す段階でもある。友人関係が「元気
の源」にもなっていると言ってよい。その理
由は、心を打ち明けられる関係をつくれるか
らである。性差はあるにせよ、クラスの中で
誰を友人に選び、その友人とどう人間関係を
つくっていくかという課題が中学生にとって
の大問題である。
表02－02は、学校の楽しさの変化と、人間

関係の好転・悪化との関係を調べた結果であ
る。
これによれば、「楽しくない→楽しい」変

化群において友人関係に好転がみられ、逆に
「楽しい→楽しくない」変化群では悪化して
いる。その変化の幅は、好転の場合にプラス

14.6ポイント、悪化の場合にマイナス18.6ポ
イントに達している。全体の変化幅はわずか
にマイナス2.7ポイント（01 回目77.3％→02 回
目74.6％）であるから、クラスでの友人関係
の変化がいかに学校生活の全体に影響するか
がわかる。なお、教師との関係の変化をみれ
ば、好転の場合がプラス8.2ポイント、悪化
の場合がマイナス26.5ポイントである。した
がって、学校生活の楽しさへの影響は、強い
順に、①教師との関係の悪化、②友人との関
係の悪化、③友人との関係の好転、④教師と
の関係の好転である。この場合、友人との関
係が好転する方が、教師との関係の好転より
も影響が大きいことが注目される。つまり、
学校生活を楽しくするには、クラスに親しい
友人をつくることが先決なのである。

■表02－02 人間関係×学校の楽しさ（vol.69 表11）
（％）

学校の楽しさ（とても＋わりと／それ以外 ）

楽しい→ 楽しい→ 楽しくない→ 楽しくない→ 全体
楽しい 楽しくない 楽しい 楽しくない

教師との関係 1回目 75.3    64.7    51.2    38.3    59.5 
∨ ∨ ∧ ∨ ∨

2回目 68.3    38.2    59.4    31.0    51.3 

クラスの友だちとの関係 1回目 92.2    84.9    68.9    56.3    77.3 
∨ ∧

2回目 92.0    66.3    83.5    51.5    74.6 

部活動の友だちとの関係 1回目 82.8    77.0    72.2    55.8    72.3
∨

2回目 81.1    63.8    74.3    52.0    68.8 

学校外の友だちとの関係 1回目 71.0    57.9    61.5    52.2    62.2 

2 回目 65.2    57.0    61.6    48.3    58.2 

親との関係 1回目 86.7    72.3    71.1    58.0    73.9 
∨

2回目 81.2    64.3    72.2    54.3    69.3 

「それ以外」の尺度は、「少し楽しい」「少しつまらない」「わりとつまらない」「とてもつまらない」。＊
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中学生の中には、「なぜ、こんなことを勉
強しなければならないのか」という疑問を
もっている子どもが多い。以前は、「高校入
試があるから仕方がない」「そんなことを考
えても意味がない」とみなす傾向があった。
しかし、現在では学ぶ意味を考えることもな
く、学ぶことを投げ出している生徒が少なく
ない。2002年度から新しい学習指導要領に変
わって、中学校で学ぶ教科内容が厳選された。
けれども、授業がわからないという生徒の割
合は減っていないようである。学習習慣が定
着していない生徒に対しては学校の指導だけ
では限界があり、家庭での習慣づけが必要で
ある。そこで、vol.62「中学の勉強は必要な
のか」（1999年）では、中学03 年生の子をも
つ保護者（357名）の勉強観や学力観を探る
ため、実際にテストをやってもらったうえで、
中学生に必要だと感じる内容について意見を

きいてみた。表02－03は、教科・教科外の活
動について中学生が学ぶべき必要性の割合を
示している。
意外なのは「数学」の順位である。「とて

も必要」の割合では、11項目中の04 位に位置
している。受験教科としての順位は高いけれ
ども、その必要性については中位である。お
となになれば、数学の必要性をそれほど感じ
ないためであろうか。これと比べて、「国語」
は08 割弱、「英語」は07 割弱の保護者が必要
性を痛感している。どちらもコミュニケーショ
ンにかかわる言語能力なので、中学生の時期
に確実に身につけさせたいと期待している。
芸術系が低くなることは予想されたが、「理
科」と「技術・家庭科」が「わりと必要」を
加えても07 割に満たない。母親が回答者の06
割を占めることが関係しているのだろうか。
こうした保護者の勉強観は「理科離れ」の
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4．授業や勉強をどう意味づけるか

■表02－03 中学校で学ぶ必要性（vol.62 表13）

（％）

とても わりと 少し
あまり ぜんぜん 将来役に

将来「とても
小計 必要で 必要で 立つか

必要 必要 必要
ない ない 「とても＋わりと」

役に立つ」

国　語 76.2    20.4    96.6    3.1     0.3     0.0     74.4    21.6 

社　会 45.9    39.6    85.5    12.7    1.5    0.3     60.8    20.5 

数　学 47.4    30.7    78.1    17.3   4.0     0.6     36.4    11.4 

理　科 30.0    38.4    68.4    22.6   7.1     1.9     24.4    6.8 

美　術 18.6    29.4    48.0    39.0    11.8 1.2     11.4    5.1 

音　楽 21.4    30.0    51.4    36.9    10.5   1.2     22.9    6.9 

体　育 37.4    40.2    77.6   19.0    2.8     0.6    42.5    12.1 

技術・家庭科 24.0    40.5    64.5    29.6   5.6     0.3     61.9    25.0 

英　語 66.5    24.8    91.3    7.5     1.2    0.0    77.8    45.5 

道徳や学級活動 54.3    31.3    85.6    11.3    2.2     0.9     49.7    20.0 

部活動 47.3    32.3    79.6    15.7    3.4     1.3     51.4    19.4 

＊生徒調査

＊ ＊
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特徴を示しており、これが中学生にも影響し
ているのかもしれない。学ぶ意味は家庭で伝
達されないと具体性をもたないから、勉強に
ついても親子で話し合う機会がほしい。しか
し、この調査では、わが子に「声をかける」
けれども、「注意や勉強、相談」はやや手薄

なことがわかった。保護者も学校任せになら
ないよう努めている様子はうかがえるが、子
どもの内面にまで届くような接し方が足りな
いようである。学力低下の原因も家庭教育の
不足が一因になっているのだろうか。

●モノグラフ・中学生の世界　特別号�

5．いまも変わらない受験の不安

高校受験は中学生活に不安の影を落として
いる。vol.30「高校進学」（1988年）と、vol.72
「高校進学の現在」（2002年）のデータとを比
較してみても、中学生の半数は不安に感じて
いる。しかし、受験によるプレッシャーは確実
に弱まっている。まず、半数弱の生徒が推薦
入試によって合格している【vol.72 表03－
02】。しかも、65.9％が志望通りの進学を果
たしており（はじめから「ぜひ＋やや」入学
したかった学校の割合）、この比率は1988年
の場合より14.9ポイントも高い（表02－04）。
高校入試の多様化にもかかわらず、生徒の

不安が変わらない原因は何か。その01 つに、
塾通いの増加があげられるだろう。「週03 日
以上」塾に通う生徒は、30.7％（1988年）から
51.9％（2002年）へ21.2ポイントも増加して
いる。その塾での勉強が「大変役立った」と
思う割合も30.2％から64.6％へと倍増してい
る。高校受験は「塾頼み」に変わってきた

【vol.72 図01－02・図01－03】。その分だけ競
争や失敗を意識して、受験への不安をかきた
てられるのではないか。
もう01 つの考えられる原因は勉強不足であ

る。表02－05が示すように、中03 の02 学期の
頃、平日の学習時間は02 時間12分（1988年）
から01 時間57分（2002年）に15分ほど減って
いる。また、学校のある土曜日も02 時間58分
から02 時間33分に25分短縮されている。わず
かの時間差にみえるが、自宅で勉強しない生
徒にとって受験への不安は大きいのではない
だろうか。マイペースでのんびりした受験生
活は、以前の受験地獄とは違っている。それ
でも、「15の春」は初めての試練として意識
されている。
受験に不安を覚える一方で、高校生活への

期待度は強まっている。高校へ入ったら、
「学校行事に積極的に参加したい」（20.1％→
48.4％）、「部活動を熱心にしたい」（21.8％→

■表02－04 進学する高校は、はじめから希望
した学校か（1988年との比較）

（vol.72 表01－02）

（％）

1988年 2002年

はじめからぜひ入学したかった学校 27.7    41.4    

はじめからやや入学したかった学校 23.3    24.5    

どちらともいえない 23.6    18.3    

はじめはやや入学したくなかった学校 12.8    8.8     

はじめはまったく入学したくなかった学校 12.6    6.9 

■表02－05 中03の02学期の頃、

家庭でどれくらい勉　　

強したか
（1988年との比較）

（vol.72 表01－04）

（％）

1988年 2002年

平　日 02時間12分 01時間57分
学校のある土曜日 02時間58分 02時間33分
日曜日 03時間10分 03時間25分
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40.1％）、「大学進学のために勉強したい」
（18.9％→28.1％）などが1988年調査よりも増
えており、高校への進学を節目として希望を
高めている【vol.72 図01 －08】。また、4 年
制大学への進学志望も強まっていて、「ふつ
うの大学」を含めれば、55.5％を占める。こ
れは1988年調査の44.5％より11.0ポイントも
高い（「難関大学」は14.7％→20.4％）【vol.72
表01－03】。
図02－01は、高校進学に関する意見への賛

否をきいた結果である。1988年調査では尋ね

ていないので比較はできないが、高校進学に
挑戦しようという気概は感じられない。この
傾向は男子生徒の一部で強く表れており、努
力するよりもほどほどを志向する特徴がみら
れる【vol.72 巻末集計表】。中学校の進路指
導は、生徒の志望を重視する方向に転じたが、
「努力しようとしない」生徒の発生という問
題に直面している。高校入試の改革や絶対評
価の導入がこの問題の解決につながるかどう
か、今後の動きを見守りたい。
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■図2－1　高校進学への意識傾向（vol.72 図 3－2から） 
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6．授業をどう変えればよいか

学ぶ意欲を高めるために、授業を変える試
みが行われてきた。多くの中学校が「わかる
授業」の実現を目指して改革を進めている。
中学生はこうした改革をどう受け止め、どう
評価しているのだろうか。
学習塾と学校を比べてみたvol.49「学習塾

通いする中学生」（1995年）の結果によれば、
数学の授業のわかりやすさは、学校が19.8％、
塾が36.1％である（「とてもあてはまる」の
割合）。その差は16.3ポイントである【vol.49
表32】。また、塾の先生と学校の先生を比較
して尋ねたところ、表02 －06にみるように、
残念ながら、圧倒的に塾の先生を評価してい
る（「とてもあてはまる」の割合）。
つまり、中学生の間では、友だちをつくり

人間形成するところが学校で、受験を中心に
学力を伸ばすところが塾という役割ができて
いる。もちろん、この役割は生徒の意識の中
ではという意味である。学校では平均レベル
の生徒を想定して均一に教えるが、塾は個人
レベルに合った指導が基本である。このため、
学校の先生が不利になるのは仕方がない面も
ある。
最近、選択教科制、習熟度別、少人数指導、
ティームティーチング（ＴＴ）が大幅に導入さ
れて、学校の授業も変わってきている。生徒
たちはこうした授業の試みをどう評価してい
るのだろうか。表02－07は、vol.78「勉強す
る中学生・勉強しない中学生」（2004年）の
調査結果の一部であるが、選択教科制を楽し
いと回答している生徒が08 割弱（「とても＋
わりと」楽しい割合）と多い。これに対して、

「総合的な学習の時間」は、楽しみにする割
合が05 割弱にとどまっていることが気になる
【vol.78 表02 －06】。高校受験が影を落とし
ているためか、選択教科と比べて十分な成果
を上げていないようである。また、習熟度別
への賛否をみると、「賛成」15.2％と「やや
賛成」16.0％を合わせても、3 割強である。
生徒の多くは、学校が塾のようになることに
は消極的である【vol.78 図02－01】。
勉強のやり方がわからないという生徒が多

いようである。その指導を考える必要がある。
自分に合った勉強のスタイルを知りたいとい
う要求は、もっと授業をわかるようになりた
いという気持ちのあらわれである。学習習慣
をどう身につけさせるか。勉強に向き合うき
っかけをつかむことがカギになる。
目標をもたせる進路指導はもちろんだが、

vol.78の調査では、勉強する生徒の方が授業
を楽しいと感じたり、わからないところを質
問したり、さらに几帳面な性格を持つことが
わかった。知的な関心を刺激する授業、質
問・相談に答えるサポーター、きちんと整備
された学習環境が、学習習慣の定着には欠か
せない。
勉強の達成感を高めるような評価法も必要

だろう。生徒の多くは習熟度別よりも選択制
の授業を楽しみにしている。自分の得意な分
野で自信を確かめられるからである。勉強の
成果はすぐにあらわれない。誰かが自分の力
を評価してくれているという実感が、勉強に
向き合うきっかけになる。
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■表02－06 数学の先生（vol.49 表36から）

（％）

とてもあてはまる 差

教え方がうまい 学校 24.2                    

塾 46.2    22.0            

ユーモアがある 学校 22.4                    

塾 39.6    17.2            

幅の広い知識を持つ 学校 17.7                    

塾 46.9    29.2            

しつけがうるさい 学校 17.3    8.5     

塾 8.8                     

尊敬できる 学校 15.4                    

塾 31.1    15.7            

人気がある 学校 8.2                     

塾 25.1    16.9            

魅力がある 学校 6.5                     

塾 16.6    10.1            

悩みを相談したい 学校 2.6                     

塾 9.8     7.2

「差」については、学校と塾との値の差を高かった方の行に示してある。

■表02－07 選択教科への評価×勉強時間（vol.78 表02－05）

（％）

とても わりと あまり ぜんぜん
楽しい 楽しい 楽しくない 楽しくない

勉強しない生徒 30.7    42.8    17.3    9.2            

勉強する生徒 30.1    51.0    13.2    5.8     

全　体 30.4    46.3    15.4    7.8 

「勉強しない生徒」は「01 人で勉強した時間」についての設問で、「00 分～01 時間未満」
と回答した群、「勉強する生徒」は「01 時間以上」と回答した群を示す。
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完全学校週05 日制が実施されて約半年後
に行ったvol.74「『完全学校週05日制』と中学
生」（2003年）の調査結果によれば、生徒た
ちは、授業の進度が速くなり、行事を準備す
る時間が減って、学校生活にゆとりがなくな
ったという（表02－08）。
また、土曜日はゆっくりと寝て、のんびり

過ごす日になっている。趣味の時間が増え、
いろいろと考える時間が増したようだが、そ
の分、月曜の登校がおっくうになっているよ
うだ。土曜日の過ごし方を細かく書いてもら
ったところ、「勉強派」「だらだら派」のほか
に、「部活動派」「エンジョイ派」（ショッピ
ングやカラオケ、街をブラブラする）、家族
と時間を過ごす「家族派」の３つに分かれた。
家庭によって土・日曜日の過ごし方が違って
きている【vol.74 TOPIC□06 】。
最近では、各自治体が土曜日対策を講じて

いる。学力の低下や非行問題もあって、学校
が家庭や地域の「受け皿」をつくっている。
その効果をみると、自由参加にしているため
か、学力面で「来てほしい」生徒が来ていな
いケースがある。土日の学習時間が学力差に
も影響している【vol.74 表05－05】。

また、生徒の多くが参加している部活動は、
当初は休みにしている学校が多かったけれど
も、平日に活動の時間がとれないので、以前
のように土日も行うようになっている。土曜
日に部活動の時間が増えたという割合が 42.9
％、減ったは11.5％である。31.4ポイントも
増えていると回答した割合が多い【vol.74
表03－01】。完全学校週05日制の「しわ寄せ」
は部活動や学校行事などの特別活動に及んで
いるようである。
さらに、学校週05日制は先生たちの平日を忙

しくさせている。vol.52「学校週05日制」（1996
年）の結果では、当時第02・第04 土曜日だけ
が休みだったにもかかわらず、教師の87.0％
（「とても＋まあ」の割合）が平日に忙しくな
ったという【vol.52 表46】。生徒の相談に応
じる時間的な余裕がない、放課後の仕事量が
多くなった、持ち帰りの仕事をしたなど、先
生たちの身体的・精神的なストレスが蓄積さ
れている。平日の多忙感がゆとりを失わせて
いるとすれば、皮肉な結果と言わなければな
らない。せめて生徒の話を聞くための時間を
確保できるような条件の整備が必要である。

●モノグラフ・中学生の世界　特別号�

7．完全学校週05日制でゆとりがなくなった？

■表02－08 完全学校週05日制による学校生活の変化（vol.74 TOPIC□05 ）

（％）

どちらとも そう思う そう思わない 差
いえない （とても＋わりと） （あまり＋ぜんぜん）（そう思う－そう思わない）

行事の準備のための時間が少なくなった 41.1    45.5    13.4    32.1 
月曜日は、何となくだるい 18.8    56.4    24.7    31.7 
授業の進み方が速くなった 37.1    42.4    20.4    22.0 
月曜日に学校に行くのがつらい 20.1    50.7    29.1    21.6 

勉強が楽になった 44.4    12.9    42.6    －29.7 
友だちと遊びにくくなった 37.1    17.1    45.8   －28.7 
先生と話す時間が減った 57.3    8.4     34.3   －25.9 
先生が疲れているようだ 46.9    21.6    31.5  －9.9 
宿題が増えた 47.0    21.7    31.3    －9.6 

「
そ
う
思
う
」割

合
の
高
い
項
目
「
そ
う
思
わ
な
い
」

割
合
の
高
い
項
目
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8．選ばれる公立中学校

私立学校の中には土曜日も授業をしている
ところが多い。大都市部では「ゆとり」教育
の公立学校を避けて、私立の中高一貫校を選
ぶケースが増えている。それを公立中学校に
引き戻すことをねらってか、公立で学校選択
制を導入する自治体が出てきた。学校を競争
的な環境の中において、親と子どもから選ば
れるような学校づくりを促すための仕組みで
ある。まだ、一部で行われているだけだが、
vol.79「保護者の学校選択」（2005年）では、
その地域の小学校06 年生の保護者を対象に、
最終的にどの中学校を選んだのかを調査し
た。
その結果、最終的に選んだ中学校の種別は、

「校区内」63.1％、「校区外」11.5％、「私立」
25.4％の比率であったが、学校選択制への賛
否をみると、「とても賛成」24.5％、「やや賛
成」55.8％、「やや反対」16.8％、「反対」2.9
％で、80％以上の保護者が好意的に受け止め
ている。また、「校区外」を選んだ保護者は
「学校を訪問した」68.3％、「中学校主催の学
校説明会に参加した」61.1％も高く、さらに
「希望する中学校の卒業生やPTA役員に話を
聞いた」27.5％、「インターネットのホーム
ページを見た」22.9％という保護者も少なく
ない【vol.79 巻末集計表】。
表02－09は、保護者が中学校を選ぶときに

重視したこと（「とても＋わりと」）を順に示

■表02－09 中学校を選ぶときに重視したこと（vol.79 表03－01から）

（％）

とても わりと あまり ぜんぜん
重視する 重視する 重視しない 重視しない

いじめや不登校の生徒が少ない 45.5    42.1    6.9     5.5     

学校がよい地域にある 31.9    55.6    8.3     4.2     

生活指導やしつけがしっかりしている 44.8    39.3    10.3    5.5     

服装・頭髪がきちんとしている 27.8    52.8    13.2    6.3

自宅からの距離が最も近い 23.8    47.6    25.9    2.7     

希望する部活動が熱心に活動している 28.3    42.8    22.8    6.2     

よく掃除された清潔な施設（トイレなど） 21.4    46.2    25.5    6.9     

校舎がきれい 19.9    38.4    36.3    5.5

国語、数学、英語などの学力が高い 15.3 36.1 41.0 7.6

小学校の仲のよい友だちが一緒である 27.6 23.4 33.8 15.2     
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している。すると、いじめや不登校、生活指
導に関することが上位を占めて、学力はその
次に重視されていることがわかる。この他、
希望する部活動や、仲のよい友人が一緒など
も考慮しているようである。こうした保護者
の意向を中学校はどう受け止めているのだろ
うか。
そこで、調査対象のいくつかの小学校の校

長先生へのインタビューの中で、特に印象に
残った点を箇条書きでまとめてみると、次の
通りである。
① 学校の立地条件（特に地理的な位置と校
区の様子）や、学校規模などに左右されてお
り、学校の内部努力だけではどうしようもな
い面がある。
② 以前に起こった学校の荒れなどについて
の口コミや風聞に影響される場合があって、
保護者の間で学校選択制の受け止め方に違い
がある。
③ 人気校や集中校と言われる学校がほぼ決
まってきた。各学校の特色や内容で選んでほ
しいが、保護者の要求が多様化しているので、

バラエティに富む教育で「選ばれる」学校を
目指すことになりそうだ。
このように、学校選択制は、選ぶ側と選ば

れる側の間に、一定の緊張感を生み出すと同
時に、お互いの認識のズレも生じさせている。
これから学力テストの結果を参考にして学校
を選ぶシステムができたとき、それがよい結
果をもたらすかどうかが注目される。ただし、
校区外の希望者が多いために、校区内の生徒
が入れないという問題が起こることは心配で
ある。
学校選択制は大都市部に特有の制度という

面もある。これが全国に普及するとは思えな
いが、学校改革の01 つの流れをつくっている
ことは確かである。公立中学校を蘇らせよう
という試みは全国各地で行われているが、し
かし、なかなか学校は変わらないという声も
聞く。地方教育委員会への人事権の委譲やス
ーパーティーチャーの導入などが検討されて
いる。こうした学校の外からの刺激が、内か
らの気運とどう結びつくのか。中学校の改革
は一筋縄ではうまくいかない。

●モノグラフ・中学生の世界　特別号�

9．まとめに代えて

「モノグラフ・中学生の世界」は、学校の
テーマを数多く取り上げてきた。そのテーマ
を振り返ってみれば、当時の時代状況が思い
出される。
学校が荒れた時期も何度かあったが、今で

はその荒れを経験した世代の人たちが教師や
親の年代になっている。中学校の外面は変わ
らないようにみえる。しかし、世代の交代は
確実に進んでいる。団塊世代の先生たちが定
年を迎え、それに替わって若い世代の先生が
採用されてくる。その頃にはもう、先生たち
がこの「モノグラフ・中学生の世界」を手に

することはないだろう。しかし、定点観測の
ように行ってきた意識調査が、いつか何かの
形で役に立つこともあるだろう。その時に、
かつての中学校や中学生はこんな様子だった
のかと、思い起してもらいたい。
約10年間にわたって「モノグラフ・中学生

の世界」の同人に加えていただき、学校現場
の様子を先生方からつぶさにうかがうことが
できた。途中で亡くなられた長嶋安男先生を
はじめ、多くの先生方にお世話になった。こ
の場をかりて厚くお礼を申し上げたい。
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1．集団を通しての指導

1994年に刊行されたvol.47「教師の指導力」
の中で、私たちは次のように書いた。

「これまで学校教育を暗黙のうちに支えてきた家族

や地域が大きく変容し、日本社会の階層的な構造に

も変化がみられるなかで、集団をとおしての指導の

重視やたてまえとしての平等主義、あるいはそれと

結びついた努力の強調といった日本の学校の特性と

教師の指導力は揺らいでいるのではないか。教師た

ちは、多様化する親や子どもの要求にどう対処する

のか、不登校やいじめといった具体的な課題にどう

対処するのか、とまどい悩み、ときには塾や教育産

業との相克のなかで指導力の見直しを迫られている

のではないか。」

こうした基本的関心から実施した調査で教
師が自らの指導力をどう捉えているかを知る
ために、教師の仕事にかかわる様々な意見を
どう評価するのかを尋ねた結果をみると、
「集団のなかで生徒が助け合うことが大切」
という意見や「結果より努力を評価したい」
という意見に賛成が多いことが目立つ（図
03－01）。
「集団のなかで生徒が助け合うことが大切」
という意見に「おおいに賛成」な教師は、回
答者全体の73.4％に及んでいて、「どちらか
というと賛成」と答えた教師を含めると全体

の99.６％にもなる。生徒を集団としてまとめ、
働きかけることが教師の仕事の中心だとする
日本の教師の意識が如実に示されている。ま
た、「結果より努力を評価したい」という意
見に対しても賛成者が多く、「おおいに賛成」
の51.4％に「どちらかというと賛成」を合わ
せると回答者全体の97.8％になるが、これは
習熟度別クラス編成とは対極に位置づく、た
てまえとしての平等主義を反映した結果とみ
ることができよう。
約10年前に行われたこの調査の時点では、

教師たちは生徒を集団としてまとめ、それを
導くという伝統的な日本型の教師のストラテ
ジーを重視していることを示す結果である。
同じ調査の結果で「習熟度別クラス編成を導
入したい」という意見や「学級の生徒数は少
ないほどよい」といった意見についても賛否
を尋ねたが、賛成者はさほど多くはないこと
も注目される。習熟度別クラス編成の導入に
「おおいに賛成」と答えた教師は回答者全体
の7.4 ％でしかないし、「どちらかというと賛
成」を合わせても42.1％にとどまっている。
学級の生徒数の削減を望む意見について尋ね
た結果でも、「おおいに賛成」な教師は全体
の28.7％でしかない。
教師たちの多忙な生活からすれば、クラス

永井聖二�

3　　�
教師との関係�
～指導観の揺らぎと変容～�
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の生徒数は少ないにこしたことはないはずで
ある。個別学習の導入についても、生徒一人
ひとりに行き届いた指導が望まれるという点
からすれば、「おおいに賛成」な教師が03 割
に満たないとの結果は、もう少し賛成が多く
ともよいように思える。しかしながら、少な
くとも今から10年前の時点では、日本の教師
たちの教師の仕事にかかわる意識は伝統的な
集団指導のそれから大きくは変化していなかっ
たということを示す結果であろう。生徒を集

団としてまとめ、その集団を通して個々の生
徒に働きかけていくという限り、学級規模の
縮小は必ずしも望ましいものではない。考え
てみると、生徒を集団としてまとめて指導す
るストラテジーは長くわが国の教師文化の基
調となってきた。学校現場では「教師の仕事
はまず集団づくりから」といわれ、教員養成
系の学部など養成段階で伝えられる指導のス
タイルもまさしくこの基調に沿ったものであっ
ただろう。

●モノグラフ・中学生の世界　特別号�

■図3－1　教師の仕事にかかわる意識（vol.47 図Ⅲ－１から）�
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同じ調査で、「これから何に力を入れたい
か」を教師に尋ねた結果では、「かなりそう
思う」と答えた者が多い順にみると、「授業
をわかりやすくしたい」「自分の趣味の時間
をもちたい」「学級活動を活発にしたい」こ
とが上位で、「生徒に接する時間を増やした
い」という希望は半数にも満たないことが目
立つ（図03 －02）。「学級活動を活発にする」
ことも結局は生徒への働きかけであろうが、
教師が個々の生徒に直接働きかけるというよ
りは、集団づくりにより傾斜する傾向が示さ

れているとみてよいように思われる。
もっとも、この調査に示された教職観は単

に伝統的な日本型の教師の指導のスタイルを
再確認するものではない。注目すべきは、こ
の調査の結果は、集団性や努力の重視といっ
た伝統的な日本の学校の特性を支持しつつ
も、一方ですでに現実には子どもの能力の差
を認めざるを得ない教師の状況を示すもので
もあったことであろう。ただ、かといって習
熟度別クラス編成というような能力差をあか
らさまにする具体的なストラテジーには積極

●モノグラフ・中学生の世界　特別号�

2．生徒からの評価

■図3－2　これから何に力を入れたいか（vol.47 図Ⅲ－2から）�
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的になれないという、教師たちの矛盾と苦悩
がうかがわれる結果とみてよいように思われ
る。
一方、1995年に実施された調査（vol.53

「生徒と学級担任」）では、教師の仕事を生徒
の側からみている。クラスについての満足度
を尋ねた結果では、今のクラスになって「と
てもよかった」「わりとよかった」と答えた
中学生はそれぞれ全体の26.7％と38.6％で、
両者を合計すると65.3％になるが、「どちら
ともいえない」「あまりよくなかった」「ぜん
ぜんよくなかった」と答えた者も全体の
34.7％であり、3 分の01 以上に及んでいるこ
とにも注目しておく必要がある（表03－01）。
また、悩みごとの相談相手について尋ねた

結果では、「成績が下がってきたとき」に相
談する相手として「塾の先生」をあげた者が

8.7％であり、「担任の先生」は6.6％でこれを
下回る（表03－02）。「勉強の仕方がわからな
いとき」の相談相手では、「塾の先生」が19.4
％なのに対して「担任の先生」は8.3％にと
どまっている。「誰かからいじめられたとき」
の相談相手として「担任の先生」をあげた生
徒は回答者全体の12.1％でしかない。
すでにみたように、教師たちは授業に注力

することとならんで学級活動に力を入れたい
と考えていたのに対して、生徒たちの学級集
団への満足度はさほどではなく、悩みごとの
相談相手として担任教師が選ばれることも多
くないという結果であった。教師たちが集団
をとおした指導力を重視していたのに、生徒
たちは一人ひとりへの個別的なまなざしを求
める傾向があり、両者は必ずしも整合しては
いない状況が示されたといえそうである。

●モノグラフ・中学生の世界　特別号�

■表03－01 今のクラスになってよかったか（vol.53 巻末集計表）

（％）

性別 学年別
全体

男子 女子 01年 02年 03年

とてもよかった 26.7    25.3    28.0    29.6    24.3    25.5    

わりとよかった 38.6    38.9    38.5    35.5    39.9    40.8    

どちらともいえない 22.1    23.8    20.5    22.6    20.9    22.5    

あまりよくなかった 6.9     7.1     6.6     6.4     8.6     6.2     

ぜんぜんよくなかった 5.7     4.9     6.4     5.9     6.3     5.0
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■表03－02 悩みの相談相手（vol.53 巻末集計表）

（％）

性別 学年別
全体

男子 女子 01年 02年 03年

担任の先生 6.6     5.6     7.6     3.1     4.5     11.4

担任以外の教科の先生 2.6     1.5     3.6     1.5     3.4    3.0

部・クラブの先生 0.2     0.0     0.4     0.3     0.4     0.0

養護の先生 0.2     0.2     0.2     0.0     0.4    0.2

塾の先生 8.7     7.0     10.5    6.2     10.5    10.0

父　親 8.5     12.2    4.8     12.1    9.4     4.5

母　親 26.8    20.3    33.1    31.2    24.3    24.2

兄　弟 4.4    4.9     3.8     2.8     4.9     5.5

友だち 20.6    20.2    21.1    22.7    18.7    19.9

その他の人 0.9     1.1     0.8     1.3     0.7     0.7

誰にも相談しない 20.5    27.0    14.1    18.8    22.8    20.6

担任の先生 8.3     9.0     7.6    8.7     5.6     9.7

担任以外の教科の先生 7.9     5.8     9.9     5.9     8.6     9.2

部・クラブの先生 0.3     0.2     0.4     0.0     1.1     0.0

養護の先生 0.1     0.2     0.0     0.0     0.0     0.2

塾の先生 19.4    18.2    20.6    12.9    18.4    26.4

父　親 7.9     9.4    6.3    14.4   7.5    1.7

母　親 9.9     8.8     11.2     18.8    9.4     2.0

兄　弟 12.2    12.0    12.4   10.8    15.8    11.2

友だち 23.2    21.6    24.9    20.1    22.3    27.0

その他の人 1.4     0.9     1.9     1.0     0.8     2.2

誰にも相談しない 9.4     13.9    4.8   7.4     10.5    10.4

担任の先生 12.1    14.2    10.1    14.6   7.8     12.6

担任以外の教科の先生 1.4     1.4     1.4     1.3     3.1     0.3

部・クラブの先生 0.5     0.2     0.8     0.5     1.2     0.0

養護の先生 0.3     0.0     0.6     0.0     0.4    0.5

塾の先生 0.2     0.2     0.2     0.0     0.4     0.3

父　親 5.4     8.5     2.3    8.0    6.2     2.5

母　親 13.7    8.2     19.2     16.0    12.1    12.6

兄　弟 2.4     2.3     2.5     2.9    0.8     3.0

友だち 34.8    25.2    44.3    32.2    39.6    34.0

その他の人 2.9    4.1     1.7     4.0     2.7     2.0

誰にも相談しない 26.3    35.7    16.9    20.5    25.7    32.2

成
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こうした日本の教師たちの指導のスタイル
も、近年では大きく変革を迫られている。少
なくとも中学校においては、教師の意識の変
化が著しい。教師を対象とした調査としては
最も新しいvol.68「中学教師は訴える」（2001
年）によると、教育についての意見を尋ねた
結果で「学級の生徒数をもっと少なくする方

がよい」と答えた者は、「とてもそう思う」
が61.2％に及んでいる（表03 －03）。サンプ
リングやワーディングの差も検討する必要が
あるが、先に紹介した1993年の調査で学級サ
イズの縮小の意見に「おおいに賛成」と答え
た者の割合が３割に満たなかったことと比較
するとかなりの増加といえる。近年の日本の
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3．変化する教師の意識

■表03－03 教育についての意見－学級サイズを小さく（vol.68 表04－12）

（％）

とても わりと　
小計

少し　 あまり　 ぜんぜん
そう思う そう思う そう思う そう思わない そう思わない

学級の生徒数をもっと少なくする方がよい 61.2    23.0 84.2 10.3 5.1 0.5

生徒や保護者の考え方が変わってきているから、 23.4 39.8 63.2 25.8 9.5 1.5
教師も変わっていく必要がある

学校以外の職場を経験した方が教師の指導力や 20.8 36.2 57.0 24.0 15.2 3.8
視野が広がる

教師は研修をたくさん受けて、資質の向上を 20.1    32.4 52.5 28.8 15.8 2.9
はかるべきだ

教育委員会や文部省
＊
はもっと縮小し、学校に 8.8     27.8 36.6 31.9 28.7 2.8

教育の責任を任せるべきだ

勉強は塾、心の問題はスクールカウンセラー 11.2 21.5 32.7 22.6 33.5 11.2
では、教師のやりがいがない

体罰も時には有効な指導の１つである 7.9     19.3 27.2 33.8 26.1 12.9

校長の権限を強くし、独自の学校経営ができる 7.4     15.8 23.2 25.3 38.3 13.2
ようにするべきだ

教師の勤務条件は必ずしも労働基準法が守られ　 4.0 13.8 17.8 20.4 35.1 26.8
なくても仕方ない

教科書の検定や学習指導要領をなくした方がよい 4.8     12.2 17.0 25.2 48.5 9.3

＊2000年調査時は現在の「文部科学省」を「文部省」と表記。
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学校で、加配やティームティーチングの担当
者の手当てが行われて、現実にそうした施策
が進んでいることを反映した結果でもあろう
し、あるいは生徒たちの学力差が従来型の集
団単位の指導の限界を超えたことを反映した
とも考えられる結果でもあろう。
同様の変化は、教育改革への賛否を尋ねた

結果（表03－04）で、「習熟度別クラス編成」
に対して「やや反対」と「とても反対」がそ
れぞれ10.9％と6.2％にすぎず、1993年の調査

で06 割近くの教師が習熟度別クラス編成に否
定的（「おおいに＋どちらかというと」反対）
であったことと対照的であることからもうか
がえる【vol.47 巻末集計表】。それが望ま
しいことなのかは別として、1990年代の後半
は日本の学校が本格的に変革の圧力にさらさ
れ、（少なくとも中学校では）それにつれて
教師たちの指導観もかなり変化を示した時期
といえるのではなかろうか。
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■表03－04 教育改革への賛否－完全学校週05日制に賛成（vol.68 表04－14）

（％）

とても　 やや　
小計

どちらとも　やや　 とても
小計

賛成 賛成 いえない 反対 反対　

完全学校週05日制の実施　 57.7 24.4 82.1 13.3 3.0 1.5 4.5

スクールカウンセラーの配置　 32.8 38.4 71.2 22.3 4.6 1.9 6.5

ティームティーチングでの教科指導　 29.2 41.0 70.2 22.8 5.2 1.8 7.0

習熟度別クラス編成　 17.5 38.1 55.6 27.3 10.9 6.2 17.1

学校選択の自由の実施　 13.5 25.3 38.8 38.7 14.2 8.4 22.6

選択教科の拡大　 10.3 26.0 36.3 32.0 18.5 13.2 31.7

中高一貫教育の実施　 8.4 24.2 32.6 39.7 15.0 12.7 27.7

「総合的な学習の時間」の実施　 6.6 17.9 24.5 34.4 22.4 18.7 41.1 

教員の人事考課制度の採用　 7.0 17.1 24.1 51.3 12.9 11.6 24.5

学校評議員制度の導入　 4.3 14.0 18.3 53.1 18.2 10.3 28.5

民間人の校長への登用　 5.3 10.8 16.1 32.5 28.3 23.0 51.3

必修教科の削減 4.6 9.8 14.4 30.7 34.2 20.7 54.9
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日本の学校教育が、20世紀において一定の
優れた成果を上げてきたことは否定できな
い。しかし、今日、集団を単位とする指導の
重視、あるいはたてまえとしての平等の強調
といった伝統的な学校教育の日本的特質が、
急激にその社会的基盤を失いつつあるという
困難な状況にあることも認めないわけにはい
かない。矢継ぎ早に噴出する教育改革論議は、
それぞれの施策の当否は別として、いずれも
社会変動に対応した新しい学校像を模索する
動きを背景とした一面があることに違いはな
い。
今や地域社会は地域共同体ではなく、子ど

もたちは家族という共同体の一員としてよ
り、ゲストとして扱われる傾向が強い。これ
までこうした機能的な教育主体の形成力に暗
黙のうちに依拠してきた学校教育にとって
は、家族や地域といった機能的教育主体によ
る共同性の涵養が機能しにくくなっているこ
とは大きな痛手である。しかも、こうした動
きは、共同体の成員養成という、学校教育の
重要な目標にかかわる人々の合意を否定する
ことをもたらすから、問題はさらに難しくな
る。共同体を支える社会的条件を欠いた中で、
共同性に無関心な親や子どもを相手に学校教
育を成り立たせようとすることは、現場の教
師たちが日々感じているとおりきわめて困難
な課題である。困難な立場にあるうえに、問
題を解決する方向を見いだせない教師たち
は、防衛的になりやすく、学校と教師に対す
るあらゆる批判に感情的に反発したり、時代
錯誤としか言いようのない生徒規則の問題な
ど、生徒の側を状況主義倫理へ押しやること
を強行することも稀ではない。現場の心情と
しては無理からぬ一面もあるが、結局それが
問題をさらに悪化させる悪循環をもたらすの

が現状といえる。
こうした現状を教師たちが克服し、父母や

地域社会のおとなたちとともに教育システム
の再建を担うためには、初任者研修を含む教
師教育の方向性を示すことが何より求められ
る。その場合、社会的基盤の変化を前提とし
た学校教育の原理は、前近代的な共同性の押
しつけでもないし、かといって際限のない個
別的な要求に「カウンセリングマインド」で
応えることだけでも成り立つものではない。
他者の権利の尊重と共同性の再構築が両立す
る形で目指される方向が必要といえよう。か
つてイギリスの教師教育について論じた「ジェ
ームス・レポート」は、教師の役割を「変化
しつつあるもの」として位置づけ、「変化へ
の適応性と能力」を育てることの重要性を指
摘している。今日の日本の教育界が困難な立
場にあるゆえに、目前の問題の対応に終始す
るという苦衷はわかるとしても、問題の解決
のためには、変化への適応性を育てることが
必要なのであり、新たな教師のモデルが示さ
れることが必要であろう。
この間のモノグラフのデータが語るのは、

日本の教師文化が変化を迫られてくる軌跡な
のであり、伝統的な教師モデルの力が失われ
る一方で、あらたなモデルを見いだしえない
苦悩の現状といえるのかもしれない。否応な
く押し寄せる市場主義的な教育政策の波に巻
き込まれながら、他方でこれまで学校教育が
依拠してきた共同体の機能的教育力の低下を
前提として仕事を進めなければならない教師
はどうあるべきなのか。共同性の涵養という
日本の学校の伝統的な長所と、生徒への個別
的なケアの充実という今日的な課題を、とも
に重視する新たな教師モデルの構築が求めら
れていることを強調しておきたい。
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4．教師モデルの再構築
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■表03－A 教職を辞めたいと思ったこと×属性─「何度も」が04割─
（vol.68 表02－09から）

（％）

01度も 01～02度 数回 いつもそう
ない あった あった 思っている

全　体 29.6 30.7 29.4 10.3

男　性 35.7 30.9 25.5 7.8

女　性 21.7 30.0 34.5 13.7
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コラム

学校現場の視点から
鈴木秀男

01．疲れを超越した教師たち
「先生を一度やったら辞められない」
といわれる時代もあった。その頃はきっ
と教師の仕事や生活は今とはかなり違っ
ていたに違いない。30年近く前に私が新
卒で勤務し始めた頃でも現在と比べれば
いろいろな部分で違っていた。
今の教師の仕事や生活はどうだろう。

教師はどのように考えているのだろう。
vol.68「中学教師は訴える」（2001年）に
よれば、「辞められるならそうしたい」
と考えている教師は相当に多いようで、
辞めようと思ったことが「数回あった＋
いつもそう思っている」と答えた者が
39.7％である（表03－A）。
ちなみに、1991年の調査では、辞めよ

うと思ったことが「04 ～05 回以上あった
（現在辞めたいと思っている＋今までに
何回もあった＋04～05回あった）」は24.7
％だった【vol.40 図25】。単純には比較
できないが、「辞めたい」は増加傾向に

ありそうだ。また、データからみると、
教師の疲れきった姿が浮かび上がる（図
03 －Ａ）。それくらい教師自身にもスト
レスという言葉が日常化してしまってい
る。
ところが、学校には「疲れ」とか「ス

トレス」を超えて、生徒だけでなく教
職員仲間にも元気を与えてくれる先生が
たくさんいる。これは、調査データには
表れていない隙間の部分である。
Ａ先生は校内の環境を整えることに精

励し、実習室をより機能的な空間に変え
ていった。その努力は並大抵ではなかっ
た。放課後、休日に時間をかけてコツコ
ツと整備し続けた。こうしたＡ先生は地
域からの評判が高かった。
Ｂ先生は部活動を複数引き受け、自分

の得意な活動だけでなく、廃部になりそ
うな部活動を存続させ、生徒や保護者の
期待に応え続けた。ひたむきなＢ先生に
は生徒も一目を置いていた。
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Ｃ先生は勉強の苦手な生徒を個別に指
導し続けた。ほとんどの生徒が下校した
後に生徒をそっと呼び寄せ、懇切ていね
いな指導を繰り返した。いうまでもなく
その生徒は徐々に力をつけていった。入
試でも満足のいく結果を出し、卒業した。
ところで、先に挙げたどの先生をみて

も、共通するところがあった。①平日に
はほとんど自分の時間がない、②「生徒
のためですよ」と語り、悲壮感や負担感
が少ない、③まめに地道な仕事を継続し
ている。こうして、「辛い」とか「大変
だ」とかを顔にも言葉にも出さずにがん
ばる先生はどこの学校にもいる。感謝の

気持ちを抱くだけでなく、このような先
生方が報われる制度を期待したい。
それというのも、公務員として、「労

働基準法」や関係規則で定める基準の中
で全ての仕事を納められればそれは申し
分がない。しかし、「教師」という仕事
は、「教育公務員という役職の特殊性」
を持ち出すまでもなく、こうした基準を
はるかに超えた仕事が待っている。
どの職場にも苦労をものともせず、使

命感をもって意気揚々と働く先生がおら
れ、学校の支えとなっておられることだ
ろう。多感な中学生のために今後も元気
にがんばってほしい。

■図3－A　教師の体調（vol.68 図 4－2）�

（％）�
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02．ＯＡ機器が教師にもたらした　
変化

私がはじめてワープロに触れたのは
1984（昭和59）年だった。わずかに数行、
そして01 行20文字程度の画面表示ができ
るワープロが15万円程度の金額だったと
記憶している。
それから02～03年で急に市場が拡大し、

販売会社や機種が急増した。当時、私の
勤務校は若い教師の多い職場であった
が、今でも鮮明に覚えている光景がある。
空き時間や放課後に職員室にいると、

シーンと静まりかえり、「カチャカチャ」
とキーボードを叩く音が聞こえてきた。
それまではペチャクチャしゃべる雰囲気
が職員室には結構あったが、その頃から
どこの職場でも同じような状況を目にす
るようになってしまった。
「最近目が悪くなって…。パソコンの
やりすぎです」「肩がこってしょうがな
い」。こんな会話がその頃から聞かれは
じめ、ＯＡの学校への進出が教師にとっ
て新たな疲れの原因になったことがうか
がえる。
そして、ワープロ、パソコンの普及は

少し大げさに言えば教師の業務を変えて
しまい、明らかに多忙感を増してしまう
原因にもなった。
今やデスクトッププリンティングは学

校やオフィスだけでなく家庭にも浸透し
はじめた。自分で製版、印刷そして製本
までこなすことが多くなり、手のこんだ
印刷物も増えた。さらに、成績処理や提
出書類の作成も今ではパソコンを活用し
て行うものがほとんどとなった。
こうしてワープロやパソコンの普及は

教師の仕事をすっかり変えてしまった
が、世の中全体が同じ方向へ大きく変化
しているのだから仕方がない面もある。

教師の仕事時間の多くがOA機器を駆
使した事務的な内容になってきている。
さらに、日進月歩のパソコンの新しい技
能を習得するには空き時間や休日に独習
や我流で行わざるを得ないのは困った問
題である。市区町村が開催する講習会の
機会を増やし、内容も充実させてほしい。
ところで、1993年の調査（vol.47「教

師の指導力」）で「パソコンや教育機器
を授業や仕事に取り入れたい」に「かな
りそう思う」と答えたのは24.4％にとど
まっていた【vol.47 図Ⅲ―02】。
当時の教師の意識に逆行し、今や教師

の仕事はコンピュータの活用をさけて通
れない時代が到来したようである。

03．公立学校の役割・魅力
① 事例：転校生の受け入れに思う

転居、保護者の都合、いじめや不登校、
学業不振、生活指導上の問題、外国から
の帰国に伴う編入等々で、他の学区域や
私立校から様々な形で生徒が転入してく
る。日頃の授業、そして指導が困難な生
徒への対応だけでなく、転入生を受け入
れた事例を思い起こすことからも公立学
校が負っている役割がみえてくる。
Ａ君は03 年の02 学期末に私立の大学附

属校から転入してきた。「父親の会社の
倒産、経済的な理由」とされていたが、
本当の理由は最後までわからなかった。
経済的な理由だったはずが、私立の高校
を「もしも」のために受験した。
Ｂ子さんは03 年の01 学期に「学校での

友人間のトラブル」を理由に私立校から
突然転入した。「なぜ、あのことだけで…」
と、保護者も納得していない転校だった。
受け入れた担任が、「たった01 人の影響
がこんなに大きいとは思わなかった」と
語ったのを覚えている。
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Ｃ君、Ｄ君は外国からの帰国生だった。
母親は転入に際し、「○○中学校の編入
を受ける予定ですが、とりあえず…」と
説明した。結果として、1 か月あまりで
目的の学校へ転出していった。

② 担任の一喜一憂

学級はたった40人ほどの集団である。
その一人ひとりは個性を持ち、異なる能
力を有している。授業、行事、生徒会活
動、部活動、日常の生活のすべての場面
で生徒の力関係は大きく揺れ動く。
新学期に学級間のバランスや人間関係

など種々の条件を満たすように作られた
学級でも、転入生などをたった01 人受け
入れただけで学級のムードが一変してし
まうことがある。よい方向に変化するこ
ともあるが、担任が気を揉むことも多い。
公立学校は就学通知があれば誰でも分け

隔てなく受け入れ、学習の機会を保障し
ている。したがって、こうした事例を挙
げたら枚挙にいとまがない。そして、学
校の対応も事例ごとに千差万別である。
受け入れるときには腑に落ちない気持

ちになり、矛盾を感じることも多い。ま
た、中には新しい環境に適応できずに新
たな課題を抱えてしまう生徒もいるが、
ほとんどは新しい集団の中で上手に育
ち、順調に巣立って行く。
日本の公立学校は様々な生徒が集ま

り、触れあいながら成長していくところ
である。困難なこともあり決して楽なこ
とばかりではないが、特別な事情があっ
て転校してきた生徒を思い起こすと、日
頃はあまり意識をすることはないが、公
立学校の役割そして様々な魅力を再認識
させられる。さらには公立学校の教師で
あることをとても誇りに感じる。
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中高生の問題行動が次々に起き、おとなた
ちはその対応に苦慮している。「中学生が変
わってきた」「子どもたちの心がつかめず行
動が理解できない」など、親や教師にとって
悩みは深い。特に1997年に起きた神戸のＡ少
年の事件では、残忍な行為を中学生が行った
ことに親や教師は戦慄した。1998年01 月、栃
木県で男子中学生が女性教師を刺殺した。保
健室からの戻りが遅いことを注意され、ナイ
フで教師を刺し死亡させたものだ。続いて男
子高校生が女子生徒に自分の通路をふさがれ

たと思いスーパーで包丁を購入して女子生徒
を刺す事件も起こった。その後も東京都でピ
ストルを奪おうとして中学生がナイフで警官
を襲撃した事件や、埼玉県では学校内で中学
01 年生が同級生を刺殺する事件があり、年齢
や対象は異なるが中高生の傷害事件や殺人事
件、いじめ、性非行、不登校、さらに学校で
はクラスが荒れ、授業ができない状態も進行
している。これら一連の生徒指導の問題の実
態と背景を探っていきたい。
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三枝惠子�

4　生徒指導�

1．『授業の荒れ』

中学生の生徒指導上の問題は様々あるが、
ここでは授業での問題行動に視点をあてた。
授業中に私語が多くざわざわして授業になら
ないことや、教師の話を聞かない、教師の質
問を無視する、教室から出て行く生徒など、
授業がしにくい状態が増加している。小学校
での状況を「学級崩壊」という言葉でメディ
アが特集を組んで問題提起し、学校が荒れて
いる印象を受けた。小学校でのこのような学
級崩壊状況が中学校ではどのように進行して
いるのだろうか。モノグラフでは、先行研究
や教師のヒアリングなどから「学級崩壊」と
いう言葉を避け、小学校では『学級の荒れ』、
教科担任制である中学校では『授業の荒れ』

という語を用いて分析した。vol.63「『授業の
荒れ』を考える（教師調査）」（1999年）、vol.65
「授業の荒れ（生徒調査）」（2000年）である。

01）『授業の荒れ』の分類
モノグラフではこの授業での生徒指導上の
問題、すなわち、授業ができない困難な状況
を03 段階に分けて捉えることにした。第01 段
階は「授業の崩れ」で、何となく授業がうま
くいかない、生徒が居眠りをしたり私語をし
たりする状況で、どこのクラスにも起こりえ
る望ましいとは思わないが日常的な光景であ
る。第02 段階は「崩れ」がもう少し進んだ
「授業の乱れ」で、生徒たちが質問しても返
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事をしない、答えない、注意されてもすぐ騒
がしくなるなど、生徒の気持ちが教師から離
れてしまう状態。第03 段階は生徒たちが集団
となって教師を無視し、何人かの生徒が授業
中無断で教室を出入りする無秩序状態の「授
業の荒れ」で、こうした03 分類によって、生
徒の授業中の様子や授業ができない状況を検
証し、『授業の荒れ』と教師の関係や荒れを
引き起こす背景を探った。
表04 －01は、『授業の荒れ』の状態を生徒

に尋ねた結果である。『荒れ』の第01 段階の
「授業の崩れ」を示す「生徒の気持ちが何とな
く授業に向かない、つまらない」に「すでに
そうなっている」と答えた割合は13.8％、「た
ぶんなると思う」を含めると42.1％、第02 段
階の「授業の乱れ」を示す「先生と生徒の気
持ちが通じ合えず、授業がダラダラして生徒
もしらけている」ことが「すでにそうなって
いる」11.3％、「たぶんなると思う」を合わ
せると35.8％、第03 段階の「授業の荒れ」状
態では「すでにそうなっている」12.0％と
「たぶんなると思う」の6.2％を合わせると

18.2％が、「授業の荒れ」を認識している。
この状況を表04－02の教師調査でみると、第
01 段階の「何となく授業がうまくいかない」
という「授業の崩れ」は、教師の61.7％が
「02 回以上ある」と答えている。次に「生徒
の気持ちが先生から離れる」第02 段階の「授
業の乱れ」が「02 回以上ある」割合は46.9％、
最も深刻な「生徒が反発して授業が成り立た
ない」第03 段階の「授業の荒れ」を「02 回以
上」体験している者も17.3％、「01度だけある」
の8.7％を合わせると26.0％になる。
このように『授業の荒れ』を03 段階に分類

してみると、「何となく授業がうまくいかな
い」ことは、大部分の教師が体験し、さらに、
もう少し進んで「生徒の気持ちが先生から離
れる」こともそんなに珍しいことではないよ
うである。そして第03 段階の「生徒が反発し
て授業が成り立たない」という「授業の荒れ」
を体験している割合は、荒れの第01、第02 段階
からみると低い割合となっているが、4 人に
01 人が授業崩壊の体験を持っていることにな
り、事態はかなり深刻な様子である。
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■表04－01 『授業の荒れ』の判断（生徒調査）（vol.65 表17から）

（％）

すでにそう たぶん
小計

もしかすると ぜんぜんなら
なっている なると思う なると思う ないと思う

授業の崩れ（生徒の気持ちが何となく授業に向か 13.8    28.3    42.1    42.2    15.7  
ない、つまらない）

授業の乱れ（先生と生徒の気持ちが通じ合えず、 11.3    24.5    35.8    39.3    24.9 
授業がダラダラして生徒もしらけている）

授業の荒れ（おしゃべりや教室内を立ち歩く生徒、 12.0    6.2     18.2    10.9    70.9 
先生に反発したり勝手なことをしている生徒が多く
て授業ができない）

■表04－02 『授業の荒れ』体験（教師調査）（vol.63 表32）

（％）

01度も 01度だけ 02～ 03回 04～ 05回 それ以上
小計

ない ある ある ある ある

授業の崩れ（何となく授業がうまくいかない） 30.5    7.8     27.6    8.7     25.4    61.7 

授業の乱れ（生徒の気持ちが先生から離れる） 42.1    11.0    25.4    8.4     13.1    46.9 

授業の荒れ（生徒が反発して授業が成り立たない） 74.0    8.7     8.9     3.1     5.3     17.3
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02）『授業の荒れ』の状況
それでは、『授業の荒れ』とはどんな状態

を指すのか。授業中、生徒がしている学習以
外のことや逸脱行為から授業の荒れた状態を
探ってみる。表04－03は、「授業ができない、
学級が荒れている」クラスの生徒の様子を教
師に尋ねた結果である。「とてもあてはまる」
の数値に着目すると、「授業中、注意されて

もおしゃべりをやめない」が57.7％と半数を
超え、次いで「先生の注意や叱責に反抗する」
「授業中、教室を出たり入ったりしている」
「先生の指示や質問を無視する」「机や教室の
壁に落書きがあるなど教室内が汚い」「クラ
スにまとまりがない」が04 割を超え、授業を
行うことが難しい状況がうかがえる。
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■表04－03 「授業ができない、学級が荒れている」クラスの生徒の様子（教師調査）
（vol.63 表28）

（％）

とても わりと 少し あまり ぜんぜん
あては あては あては あてはま あてはま
まる まる まる らない らない

授業中、注意されてもおしゃべりをやめない 57.7    29.2    10.6    1.2     1.3     

先生の注意や叱責に反抗する 49.0    29.6    12.7    6.2     2.5     

授業中、教室を出たり入ったりしている 44.7    28.7    15.8    6.9     3.9 

先生の指示や質問を無視する 43.4    30.2    15.5    7.4     3.5 

机や教室の壁に落書きがあるなど教室内が汚い 42.7    32.2    15.0    6.6     3.5 

クラスにまとまりがない 41.7    31.6    17.1    8.3     1.3 

教室の後ろの方で、寝ころんだり座ったりしている 35.6    24.3    18.5    11.7    9.9 

授業が始まっても教科書を出さない 39.0    36.6    19.3    3.9     1.2 

先生が言ったことのあげあしをとる 37.9    29.2    18.1    10.6    4.2 

友だちの発言をなじったり笑ったりする 36.3    27.1    23.8    9.7     3.1 

先生を批判するグループがある 34.9    30.8    20.2    11.0    3.1 

アメやガムをこっそり食べている 31.5    24.8    23.8    11.6    8.3 

マンガや小説を読んでいる 30.3    28.5    23.9    12.3    5.0 

授業中、ウォーキングラジカセなどで音楽を聴いている 29.6    20.1    15.4    16.4    18.5 

手紙や交換日記を書いている 28.8    29.6    26.3    12.0    3.3 

先生に対抗して、クラスが01つにまとまっている 14.3    14.9    24.4    29.0    17.4
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表04－04では、授業中に生徒がしている逸
脱行為の生徒と教師の認識の差を示した。教
師調査の結果は、「授業中に生徒がしている
こと」が「よく＋ときどき」ある割合で、生
徒調査は「何度も＋ときどき」ある割合であ
る。「授業が始まっても教科書やノートを出
さない」生徒は27.9％、一方、教師では62.3％
と、生徒と教師の認識の差が顕著である。以
下、「注意されてもおしゃべりをやめない」
（生徒19.4％、教師42.7％）、「机の上を彫った
り落書きしたりする」（生徒14.9％、教師
46.5％）と続き、授業中の逸脱行為に対する
認識に生徒と教師ではズレがみられる。
モノグラフでは『授業の荒れ』を03 分類し

て捉えているので、ここで授業中の逸脱行為
と荒れの03 分類の関連を検証しておこう。表
04 －05は、『授業の荒れ』のそれぞれの段階
について、「01 度もない」群と「02 回以上あ
る」群とを対比させて授業中の生徒の様子を
示している。生徒がしていることが「よく＋

ときどき」ある割合で差が20ポイント以上開
いた項目は、「授業の崩れ」では、「授業が始
まっても教科書やノートを出さない」「手紙
や交換日記を書いている」「内職（他の教科の
勉強）をする」「私語が多く、授業が中断され
る」「消しゴムを小さくして投げる」「友だち
の発言をなじったり笑ったりする」があげら
れる。次に「授業の乱れ」では、「崩れ」の
項目に加え「居眠りをする」「言ったことの
あげあしをとる」「注意や叱責に反抗する」
「マンガや小説を読んでいる」がみられ、「授
業の荒れ」では、さらに「指示や質問を無視
する」「『授業を聞いても何の意味もない』と
言う」「アメやガムを食べている」「授業中、
理由もなく教室の外に出たがる」「授業が始
まっても、教室を勝手に出入りしている」
「紙飛行機を作って、教室の窓から飛ばす」
が並ぶ。そして、10ポイント以上差のある項
目を拾い出すと、「授業の荒れ」ている授業
では、ほぼ全ての項目で差がみられる。

■表04－04 授業中の逸脱行為（授業中していること）（vol.65 表15から）

（％）

何度も ときどき
小計

今までに ぜんぜん 中学教師
ある ある 01、2回ある ない 調査

授業が始まっても教科書やノートを出さない 5.9     22.0    27.9    25.3    46.8    62.3 

注意されてもおしゃべりをやめない 4.6     14.8    19.4    28.6    52.0    42.7 

机の上を彫ったり落書きしたりする 4.9     10.0    14.9    26.0   59.1    46.5 

友だちの発言をなじったり笑ったりする 3.2     8.5     11.7    24.2    64.1    28.2 

消しゴムを小さくして投げる 2.8    8.0     10.8    17.6    71.6    37.3 

先生が言ったことのあげあしをとる 2.1     4.9     7.0     11.4    81.6    18.3 

先生の注意や叱責に反抗する 2.4     4.4 6.8     12.4    80.8    17.8 

マンガや小説を読んでいる 2.5     2.9     5.4     5.6     89.0    21.2 

中学教師調査＝「『授業の荒れ』を考える」（vol.63）より
「授業中に生徒がしていること」で「よく＋ときどき」ある割合



●モノグラフ・中学生の世界　特別号�

― 41 ―

■表04－05 授業時間に生徒がしていること×『授業の荒れ』体験（教師調査）
（vol.63 表36）

（％）

授業の崩れ　 授業の乱れ　 授業の荒れ

1度も　 2回以上　 1度も　 2回以上　 1度も　 2回以上
ない ある ない ある ない ある

授業が始まっても教科書やノートを出さない　 41.5 ＜＜＜ 74.4 45.2 ＜＜＜ 76.9 55.4 ＜＜＜ 87.2

居眠りをする　 46.1 ＜ 64.9 47.6 ≪ 67.6 54.6 ＜ 71.3

手紙や交換日記を書いている　 31.9 ≪ 55.7 32.9 ≪ 59.0 39.9 ≪ 64.9

内職（他の教科の勉強）をする　 27.8 ≪ 53.9 26.9 ＜＜＜ 58.2 37.7 ≪ 67.0

私語が多く、授業が中断される　 20.1 ＜＜＜ 56.1 23.9 ＜＜＜ 60.9 32.7 ＜＜＜ 71.3

消しゴムを小さくして投げる 23.1 ≪ 46.9 23.4 ≪ 51.9 29.0 ≪ 58.5

友だちの発言をなじったり笑ったりする 14.6 ≪ 35.9 16.3 ≪ 39.4 22.5 ≪ 46.8

言ったことのあげあしをとる 10.4 ＜ 23.0 8.8 ≪ 28.9 11.1 ≪ 40.4

注意や叱責に反抗する 6.1 ＜ 23.7 5.7 ≪ 28.2 9.4 ＜＜＜ 46.8

マンガや小説を読んでいる 13.9 ＜ 25.1 8.8 ≪ 30.0 13.6 ＜＜＜ 43.6

指示や質問を無視する 4.3 ＜ 15.7 2.3 ＜ 20.0 4.0 ＜＜＜ 35.1

「授業を聞いても何の意味もない」と言う 3.7 ＜ 19.1 4.0 ＜ 22.3 7.9 ≪ 32.9

アメやガムを食べている 5.5 13.1 4.9 ＜ 14.9 5.2 ≪ 27.7

授業中、理由もなく教室の外に出たがる 4.9 ＜ 15.7 5.7 ＜ 16.8 6.1 ≪ 32.0

授業が始まっても、教室を勝手に出入りしている 3.1 ＜ 16.5 4.9 ＜ 17.9 4.7 ＜＜＜ 36.1  

授業中、廊下やグラウンドをうろうろしている 1.2 ＜ 11.5 3.1 12.5 3.7 ＜ 23.4

紙飛行機を作って、教室の窓から飛ばす 2.4 10.6 2.7 ＜ 13.3 3.5 ≪ 24.4

授業中、無断で保健室に行く 3.0 9.5 4.0 10.2 3.7 ＜ 19.2

教室の後ろの方の床に寝ころんでいる 1.2 8.0 1.8 9.0 2.5 ＜ 12.8

「こんな授業を聞きたくない」などと大声で叫ぶ 0.6 7.1 0.4 8.6 1.5 ＜ 14.9  

教室の後ろで集まって話をしている 1.8 8.3 2.7 8.6 1.7 ＜ 18.1

廊下を通る先生に教室から声をかける 1.2 4.7 0.9 6.3 0.7 ＜ 14.0

携帯電話やポケベルが鳴る 0.6 4.1 0.4 5.1 2.0 7.4

授業中、ウォーキングラジカセなどで音楽を聴い 1.2 5.4 0.9 5.9 0.7 ＜ 13.8
ている

「よく」＋「ときどき」ある割合
＜は10ポイント、≪は20ポイント、＜＜＜は30ポイント以上の差
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以上のように、『授業の荒れ』を03 段階に
分類すると、第01 段階では、多くの教師が経
験しているように「私語をする生徒」など軽
い逸脱が、それより進んで第02 段階では、生
徒が反抗的で「注意や叱責に反抗する」など
逸脱の程度が進み、教師に反発する態度が加
わり、第03 段階の「授業の荒れ」では、それ
を超えて、「指示や質問を無視する」「教室を
出ていくことや廊下やグラウンドでうろうろ
していたり、後ろの方に集まって寝ころんだ
り話をしている」深刻な状況となる。このよ
うに『授業の荒れ』を03 段階でみていくと、
荒れの進行により、「授業中、わかっていて
も発言しない生徒」「自己中心的で、まわり
の人のことを考えない生徒」「進んで働いたり、

手伝ったりすることをいやがる生徒」から
「授業中、席を立ったり、教室を出たり入っ
たりする生徒」「先生を無視する生徒」まで、
授業に意欲を示さない生徒や家庭できちんと
しつけられていない生徒、教師を無視したり、
反抗したりする生徒が増え、授業ができない
状況となることが検証される【vol.63 表42】。

03）『授業の荒れ』と教師
では、荒れを起こす教師とはどのような教

師なのか、図04－01により授業が騒がしく中
断されている教師像を生徒調査と教師調査か
らみてみよう。なお、教師調査は「『学級が
荒れ、授業ができない』といわれるクラスの
担任や教科担任は、あなたからみてどんな先
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■図4－1　「授業が騒がしくて中断される」教師像（vol.65 図５）�
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生ですか」と尋ねたなかから生徒調査と共通
の項目をあげている。授業や生徒指導では生
徒と教師との立場から認識に微妙なズレがあ
るので、ここでは教師調査は「とてもあては
まる」数値のみを示している。
生徒からみた授業を中断される教師は、

「授業がつまらなく、わかりにくい先生」33.1
％、「生徒の気持ちがわからない先生」30.7％、
「決まりに厳しすぎる先生」30.5％。一方、
教師では、「生徒の気持ちがわからない先生」
39.7％、「生徒を叱れない先生」39.2％、「授
業がつまらなく、わかりにくい先生」32.8％、
「自分勝手な先生」32.8％が上位を占める。
授業がつまらなくわかりにくい、生徒の気持
ちがわからない教師の授業が荒れやすいと感
じるのは、生徒も教師も共通の思いである。
しかし、厳しすぎる教師、まじめで熱心な教
師、叱れない教師には生徒と教師の認識に大
きな差がみられ、問題行動を起こす生徒への
対応の難しさが感じられる。

次に、中学校では、教科担任制であるが、
生徒たちの学校生活の基盤はクラスを単位と
しているので、担任への満足と授業中の逸脱
行為との関連を図04－02に示した。図は満足
群として今の担任で「とてもよかった」と答
えた28.1％、「あまり＋ぜんぜんよくなかった」
と答えた21.4％を不満足群としてクロス集計
した。担任に満足している生徒が「先生の注
意や叱責に反抗する」のは2.7％、「先生の指
示や質問を無視する」も3.0％にとどまる。
しかし、担任に不満足な生徒が教師に反抗す
る割合は17.4％、無視するのは15.6％にも達
する。また、『授業の荒れ』の判断について
表04－06でみると、担任への不満が大きい生
徒の場合、荒れが起こっているか、起こって
いないにしても今後荒れる可能性が大きいと
感じており、担任への不満が『授業の荒れ』
に深く関与しているといえる。集団内での行
動に慣れていない生徒や耐性に乏しい生徒の
増加と、生徒たちの変化に対応できない教師
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■図4－2　授業中の逸脱行為 × 担任への満足（生徒調査）（vol.65 図 10から）�
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の姿勢が浮かんでくる。
『授業の荒れ』は学校全体にも影響し、第
01 段階の「崩れ」の状況では、「傘や自転車
を無断使用する」「トイレのドアや手すりが
壊される」「先生がののしられたり暴言を吐
かれたりする」「先生を挑発する」などがみ
られ、第02 段階になると、そうした第01 段階
に加えて「机やいすに落書きや傷がある」
「トイレや校舎の隅にたばこの吸いがらが落
ちている」「お金や靴が盗まれる」「下足箱が
蹴飛ばされてゆがんでいる」「黒板に先生や
友だちの悪口が書かれる」「トイレットペー
パーが教室や廊下に散乱している」など逸脱
行為が増える。さらに第03 段階の「荒れ」で
は「非常ベルが鳴る」「授業ができないので、
校長や保護者の参観を頼む」「先生の車や私
物が傷つけられたり盗まれる」「先生がワイ
シャツを掴まれたり蹴られたりする」など、
段階を追って学校全体が機能しなくなる状態
となる【vol.63 表44】。
こうした調査により『授業の荒れ』は、い

くつかの段階を追って深刻さを深めていく様
子が明らかにされた。第01 段階の「何となく
授業がうまくいかないこと」は中学校におい
てはよくみられる現象、いわゆる「教室がざ
わついている」状態である。第03 段階の「荒
れ」、すなわち「授業ができない」状態は、
言われるほど多くはみられないが、「授業の
荒れた」状態になると、ある特定のクラスの
問題ではなく、教科の枠も超えた学校全体に
深刻な影響が及ぶ結果がみられた。こうした
『授業の荒れ』の背景には、教科担任やクラ
ス担任とのかかわりや学校の楽しさや成績、
子どもたちの規範感覚や充足感が持てずイラ
イラするなどのストレスの強さなど様々な要
因が見いだされた。学校や教師はこうした子
どもたちが抱える問題に敏感に反応し、『授
業の荒れ』のより早い段階で適切に対応して
「授業のざわつき」にとどめ、崩壊と名づけ
られるような状態に持ち込まないことが肝要
である。
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■表04－06 『授業の荒れ』の判断×担任への満足（生徒調査）（vol.65 表44から）

（％）

すでに たぶん もしかする ぜんぜん
そうなって なると となると ならないと
いる 思う 思う 思う

授業の崩れ（生徒の気持ちが何となく授業に向か
満 足 群 9.5     23.1    48.7    18.7    

ない、つまらない）
不満足群 27.1    32.3    30.7    19.9     

授業の乱れ（先生と生徒の気持ちが通じ合えず、
満 足 群 7.2     20.3    40.5    32.0    

授業がダラダラして生徒もしらけている）
不満足群 25.4    30.2    31.4    13.0    

授業の荒れ（おしゃべりや教室内を立ち歩く生徒、 満 足 群 9.4     4.5     9.4     76.7 
先生に反発したり勝手なことをしている生徒が多

不満足群 20.2    9.9     11.7    58.2くて授業ができない）
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1 節では、中学生の生徒指導上の問題とし
て『授業の荒れ』に視点をおいてデータを追っ
てみた。『授業の荒れ』の背景に子どもたち
の教師との関係、学校の楽しさ、規範感覚、
ストレスなどの要因が見いだされた。ここで
は「ムカつく」「キレる」現象を軸に、規範
感覚やストレスが中学生の成長発達の中でど
のように問題行動とかかわっているのか明ら
かにしたい。関連するモノグラフはvol.61「キ
レる・ムカつく」（1998年）、vol.54「『規範感覚』
と『いじめ』」（1996年）、vol.59「閉塞状況の
中の生徒たち」（1998年）である。

01）キレる・ムカつく生徒たち
中学生にとってキレる、ムカつくとはどの

ようなメカニズムを持った行動なのか、自由
記述から探ってみた。「キレる」とは、暴力
行為、言葉による暴力、モノにあたる行為、
パニック状態になること、退嬰的になる行為
などで、欲求不満やストレスへの耐性が低い
生徒が攻撃性表出の仕方の学習が十分でない
場合の行為を意味する。「ムカつく」とは、
「相手への嫌悪感、相手を拒否したい」すな
わち「攻撃性の表出」として、また「自分が
内的に不快な状態にあること」を表現する言
葉として使われる。下学年ほど相手への攻撃
手段として、上学年になると自分の内的状態
を表現する語となっており、自分の意思や感
情をていねいに説明せずこの言葉で多様な感
情を一括表現しているようである。
日頃、「キレそうになること」や「ムカつ

くこと」はどのくらいあるのだろうか。「キ
レそうになること」が「よくある」14.1％（男

子12.7％、女子15.7％）に、「ときどきある」
の36.0％（男子34.5％、女子37.6％）を合わ
せるとほぼ半数に近くなる。そして、「自分
がキレたらどうなりそうか」と尋ねた結果で
は、「何をするかわからない」25.6％（男子
31.1％、女子19.7％）と男子の方が内なる暴
力性に不安を持っている様子がうかがえる
【vol.61 図01－03・図01－4】。一方、「ムカ
つくこと」については、「毎日のようにある」
が19.9％（男子14.0％、女子は26.5％）と約02
割、「週に何回かある」の41.2％（男子36.7％、
女子46.1％）を合わせると全体では06 割を超
える。逆に、ムカつくことが「ほとんどない」
のは、男子14.6％、女子5.2％で、ムカつき状
態は女子の方が多い傾向がみられる【vol.61
図02 －01】。キレる生徒の背景には慢性的な
「ムカつき状態」の存在があり、そうした思
いに耐えながら毎日過ごしている中学生の姿
が浮かんでくる。
それでは、「ムカつく」ときはどんなとき

か、具体的な場面で尋ねたのが表04－07であ
る。友だち関係では「陰で悪口を言われる」
「いばっている人に」「友だちが自分勝手」
「友だちにだまされる」「仲間外れにされる」、
教師との関係では「えこひいきをする」「で
きない生徒をけなす」「嫌いな先生に注意さ
れる」「言いたいことを皮肉で言う」、親との
関係では「親が大事な友だちをけなす」「親
が前のことを持ち出して叱る」「親に細かく
指図される」「親が友だちと比較してけなす」
「親にもっと勉強しろと言われる」など、日
常的な「ムカつき状態」の中で生活する中学
生の姿がうかがえる。

2．問題行動の背景 ～閉塞状況の中の生徒たち～
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02）ムカつく・キレる背景
まず、ムカつくこととキレることの関係を

以下のクロス集計からみておこう。

毎日のようにムカつく……………… 41.1％
週に何回かムカつく………………… 18.4％
月に何回かムカつく………………… 2.3％
年に何回かムカつく＋ムカつかない… 1.5％

「毎日のように＋週に何回か」キレる割合

「毎日のようにムカつく」生徒のうち、「毎
日のように＋週に何回か」キレる者は41.1％
に達するが、「年に何回かムカつく＋ムカつ
かない」場合はキレることも1.5％とごくわ
ずかである。表04－08はキレるサイドからム
カつきをみたものだが、「毎日のようにキレ
る」生徒の90.9％が「毎日のようにムカつく」
が、キレたことがない生徒はムカつくことも
少ない。これらの数値からムカつくこととキ
レることには密接な関係があり、キレる前提

にムカつきがあることがわかる。
こうしたムカつきとキレることの密接な関

係をふまえて、表04 －09では体調の悪さと、
表04 －10では将来像とキレることとの関連
をみてみた。キレる生徒は他の生徒と比べ、
体調が悪く、熟睡できず、食欲がない。将来
の見通しも明るい展望は開けず、努力する目
標も持てない。さらに図表は省略したが、キ
レる生徒は学校生活でがまんばかりしてお
り、目立たないように生活している。友だち
関係では気にしていることを言われたり、仲
間はずれ感や無視されている感じを持つ者が
多く、友だちとうまくいっていない様子もう
かがえる。親との関係でもキレる生徒は親と
うまくいっていない割合が高い。したがって、
キレる生徒やキレやすい生徒は現在の閉塞状
況のなかでいらだつ生活を強いられ、将来に
ついても見通しの暗さを感じている。

■表04－07 ムカつくとき（vol.61 図02－02・図02－03・図02－04から）
（％）

とても かなり 少し あまり ぜんぜん
ムカつく ムカつく ムカつく ムカつかない ムカつかない

友だちの間でムカつくとき

陰で悪口を言われる 44.3    21.0    18.1    8.2     8.4 

いばっている人に 41.7    22.5    19.7    8.4     7.7 

友だちが自分勝手 33.5    22.7    26.9    8.6     8.3 

友だちにだまされる 33.4    24.0    25.0    10.3    7.3 

仲間外れにされる 32.8    21.5    19.9    10.9    14.9 

先生についてムカつくとき

えこひいきをする 44.5    20.3    18.8    7.3     9.1 

できない生徒をけなす 31.7    18.2    22.0    14.4    13.7 

嫌いな先生に注意される 28.2    17.1    24.7    16.1    13.9 

言いたいことを皮肉で言う 23.6    21.2    25.9    16.3    13.0 

授業時間を延長する 23.0    15.6    26.0    19.4    16.0 

家でムカつくとき

親が大事な友だちをけなす 37.4    21.2    23.7    7.1     10.6 

親が前のことを持ち出して叱る 30.5    23.4    25.9    9.9     10.3 

親に細かく指図される 29.2    23.1    29.8    10.5    7.4 

親が友だちと比較してけなす 29.2    19.0    22.6    12.2    17.0 

親にもっと勉強しろと言われる 22.7    17.4    26.7    18.4    14.8 
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■表04－08 ムカつく×キレる（vol.61 図04－01）

（％）

毎日のように 週に何回か 月に何回か 年に何回か＋
ムカつく ムカつく ムカつく ほとんどない

毎日のようにキレる 90.9    6.8    0.0     2.3     

週に何回かキレる 37.8    57.1     3.8    1.3     

月に１、２回キレる 16.2    55.3    23.5    5.0     

今までに何回かキレた 13.6    40.5    26.6    19.3    

１度もキレたことがない 13.5    29.1    23.5    33.9 

■表04－09 体調・感情×キレる（vol.61 図04－04）

（％）

忙し
小さい

体調が 熟睡
人からの

ことが 軽視に 食欲がない
すぎる

気になる
悪い できない

腹立つ

毎日のようにキレる 52.4    44.2    33.4    25.6    41.9    14.0 

週に何回かキレる 29.9    35.2    16.8    16.1    21.9    6.5 

月に１、２回キレる 15.2    17.9    8.9     10.6    9.5     4.5 

今までに何回かキレた 16.5    17.2    9.0     7.7     10.7    5.3 

１度もキレたことがない 15.8    14.2    11.1    8.8     6.6     3.1 

「とてもそう（ある）」の割合

■表04－10 将来像×キレる（vol.61 図04－08から）

（％）

毎日のよう 月に01、2回 1度もキレた
にキレる キレる ことがない

望みの高校に入れる 15.6    7.3     7.0                     

望みの仕事につける 13.6    6.8     5.3                     

幸せな家庭生活を送れる 14.0    5.7     6.7                     

有名になれる 45.0    18.9    19.8                    

社会的に尊敬される 24.4    19.3    18.6

「とても無理」の割合
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03）いじめと規範感覚
生徒たちの規範感覚の崩れについては、モ

ノグラフでは1983年に調査を行い、1995年に
は12年間の中学生の意識の変化を追ったもの
がある（vol.51「中学生は変わったのか」に
詳しい）。また、本誌では06 章で詳しく述べ
られているので、ここではいじめの実態と規
範意識の関連について述べたい。以下いじめ
られた・いじめた体験を示した。

「いじめた」「いじめられた」ことにまった
たく無関係……………………………36.9％
「いじめた」「いじめられた」ことにほとん
んど無関係……………………………45.9％
「いじめた」ことはあるが「いじめられた」
ことはない…………………………… 5.4％
「いじめられた」ことはあるが「いじめた」
ことはない……………………………10.1％
「いじめられた」こともあるし、「いじめた」
こともある…………………………… 1.7％

学級の中にあって、いじめがあってもまっ
たく無関係に生活している生徒もいれば、い
じめやいじめられの対象になって苦しむ生徒
もいる。規範意識といじめとの関連をみると
「いじめられた」生徒は喫煙や飲酒を「とて
も悪い」と思っているが、「いじめた」生徒
は規範意識の崩れが目につく。そして逸脱行
為との関連では、「いじめられた」生徒も
「いじめた」生徒も逸脱行為に走る傾向がみ
られる【vol.54 表40・表41】。

04）ストレスの高さと行動
ストレスを感じたときの行動は「友だちと

遊びに行く」が最も多く、「よくする」31.6％、
「わりと」を合わせると58.1％、「マンガなど
を読む」が「とても＋わりと」するを合わせ
ると56.2％と5 割を超える。次いで「テレビ
ゲームをする」「ビデオを見る」「体を動かす」
と続く。「友だちと遊びに行く」を除けば、
生徒たちは自分の部屋でマンガやテレビゲー
ムなどで気晴らしをする孤独型の時をもって
むなしさや心のもやをはらしていることが多

いようだ【vol.59 図13】。
次に、ストレスに伴う身体的症状の「下痢
をしやすい」「イライラしている」「物事に集
中できない」「頭がボーっとしている」「なか
なか眠れないことがある」の05 項目を用いて
尺度化し、ストレスの高位群、中位群、低位
群に3 分類し、友だち関係や学校での不快体
験を追ってみた。表04 －11によれば、「友だ
ちと意見が違うときは、友だちの意見にした
がうことが多い」「授業中、みんながわから
ない答えは、わからないふりをする」「クラ
スの中では目立たないようにしている」「ク
ラスのみんなと同じことをしようとする」
「友だちと同じでないと気になる」のすべて
の項目でストレスの高位群の「とても＋わり
と」そうと回答した割合が高い数値になって
いる。次に、表04－12で学校での不快体験と
の関連をみてみると、「友だちから気にして
いることを言われる」「理由もなく、友だち
から仲間はずれにされる」「理由もなく、友だ
ちから無視される」「顔やスタイルのことでか
らかわれる」などすべての項目で、ストレス
の高位群が「よく＋ときどき」あると答える
割合が高くなっている。したがって、ストレ
スの高位群は友だちと同調しよう、目立たな
いようにしようと思いながら、より友だちか
ら仲間はずれやからかいを受け、いじめられ
ていると感じている。
表04－13は、ストレスとムカつきの関連を

示した。ストレスの高位群で「とてもムカつ
く」の数値が50％を超える項目は、「おとな
から、他の子と比べて見習うように言われた
とき」「おとなから、入試のためにやりたい
ことをがまんするように言われたとき」「お
となから、自分の悪いところだけを注意され
たとき」「がまんばかりして気分転換できな
いとき」「いやなことを忘れられないとき」
があげられる。ストレスの高位群はなるべく
目立たないようにみんなと同調しようとする
ものの、いじめられたり仲間はずれにされて
いると感じている。そして自分を大切に思っ
てくれる人もいやなことがあっても相談した
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■表04－011 友だち関係の不安×ストレス（vol.59 表51）

（％）

高位群 中位群 低位群

友だちと意見が違うときは、友だちの意見にしたがうことが多い 44.0    37.9    28.4 

授業中、みんながわからない答えは、わからないふりをする 39.4    35.3    24.3 

クラスの中では目立たないようにしている 35.9    31.9    25.6 

クラスのみんなと同じことをしようとする 35.4    33.0    23.5 

友だちと同じでないと気になる 32.5    23.0    14.1 

「とても」＋「わりと」そうの割合

■表04－12 学校での不快体験×ストレス（vol.59 表52から）

（％）

高位群 中位群 低位群

友だちから気にしていることを言われる 62.8    47.7    36.5 

理由もなく、友だちから仲間はずれにされる 19.0    11.1    5.9 

理由もなく、友だちから無視される 16.9    10.2    4.9 

友だちとけんかする 29.4    20.4    12.9 

顔やスタイルのことでからかわれる 34.3    21.7    15.5

「よく」＋「ときどき」ある割合

■表04－13 ムカつくか×ストレス（vol.59 表55）

（％）

高位群 中位群 低位群

おとなから、他の子と比べて見習うように 70.4（86.4） 58.2（82.4） 51.2（74.1）
言われたとき

おとなから、入試のためにやりたいことを 60.0（79.9） 43.5（74.5） 36.8（64.6）
がまんするように言われたとき

おとなから、自分の悪いところだけを注意 59.7（81.8） 42.6（74.7） 34.4（61.4）
されたとき

がまんばかりして気分転換できないとき 59.6（82.0） 41.2（73.6） 30.9（58.0）

いやなことを忘れられないとき 51.2（75.0） 32.8（68.3） 28.3（ 52.1）

クラスで仲間はずれにされたとき 44.7（67.7） 43.8 （71.0） 41.3（65.6）

勉強したのにテストの成績が思ったよりも 40.0（68.2） 25.9（69.5） 29.1（53.0）
悪かったとき

何かうまくいかなくて、人のせいにできな 36.2（58.5） 18.7（42.4） 19.3（33.1）
いとき

塾や部活動などで忙しくて、疲れているとき 36.3（56.5） 18.8（44.3） 14.4（31.7）

「とてもムカつく」割合
（ ）内は「とても」＋「かなり」ムカつく割合
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りする人もいないと考える傾向が強く、かな
り追いつめられた状態からか教師やおとなか
ら注意されることにかなりの反発をしている
ようである。
以上みてきたように、ムカつく・キレる、

いじめに共通するのは、中学生たちの生活が
閉ざされている状況にある点だ。学校に行っ
ても学級しか居場所がない、学級には気の合
わない子もいるが人間関係を壊さないように
緊張した生活をする。教師にも授業でも何と
なく充足感が感じられず、学校にいても楽し

くない。帰宅して塾に行く。学校より気楽な
塾から帰って遅い夕食や入浴。のんびりでき
るのは夜半すぎで、自分の部屋でのテレビゲ
ームや音楽、メールでのアクセスをするのだ
が夜更かしは翌日に疲れが残る。このような
慢性的なストレス状態がイライラ感を募らせ
爆発しそうな気持ちになる。自分の意思や感
情をていねいに説明し表現することに乏しい
中学生はこうした感情をムカつく・キレるの
言葉で表現している。
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3．生徒たちの居場所

学校に行っても学級しか居場所がない。し
かし学級にいるときは仲間はずれやいじめに
あわないように友だちとのかかわりに緊張
し、教師の注意にムカつき、授業でも何とな
く充足感が感じられない。近年、学校に楽し
さを見いだせず居場所がない子が増加してい
る。そこで保健室が従来の病気やケガの治療
の場から睡眠不足の解消や授業や学級からの
避難場所、カウンセリングの場へとその機能
を拡大している。ここでは閉塞状況の中の中
学生の居場所や心の解放の場としての保健室
の存在をvol.55「居場所としての『保健室』」
（1997年）から検証していく。

01）保健室は居場所か
中学生に保健室をどのようなときに利用し

たいかと尋ねると、「ケガをしたり、体調が
悪いとき」が最も多く、次いで「睡眠不足で
眠いとき」「授業がいやなとき」「身体のこと
で聞きたいことがあるとき」「なんとなくク
ラスにいたくないとき」が主な理由である

【vol.55 図02 －09】。表04－14は、悩みと保
健室の利用頻度を示した。保健室に来る頻度
の高い生徒ほど「志望校に入れるか不安だ」
「自分に向いている職業がわからない」「親が
自分の気持ちをわかってくれない」「授業内
容がわからない」「友だちとうまくいかない」
「家の中の雰囲気がよくない」など学業成績
から友だちや教師との人間関係、家庭内のこ
とまで悩みをもっている割合が高い。このよ
うなカウンセリングの場として機能するの
は、養護教諭が「秘密は絶対守ってくれる」
「話しやすい、自分を理解してくれる」など、
生徒から親近感と信頼感をもたれている場合
である。そうした保健室は、明るく居心地の
よい場所とイメージされ、心の居場所となっ
ているようである。しかし、保健室がどのよ
うな役割を果たすのかは、学校規模といった
外的な条件に規定されるのではなく、養護教
諭のスタイルに方向づけられることが現状で
は保健室の持つ課題でもある。
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02）保健室から子どもを支えて
保健室が子どもたちの居場所になるかは、

多分に養護教諭の保健室経営に因るところが
大きい。p.52からの02 つのコラムは、養護教

諭が保健室から子どもたちを見つめて、現状
の課題と保健室の機能について述べたもので
ある。
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■表04－014（vol.55 表03－08から）

（％）

行かない
月01回

月02～03回
週01回・

くらい それ以上

志望校に入れるか不安だ 57.3    63.0    65.8    65.8            

自分に向いている職業がわからない 43.2    46.8    49.1    51.3            

親が自分の気持ちをわかってくれない 23.1    30.3    29.9    43.5 

授業内容がわからない 29.8    39.3    39.4    42.6 

友だちとうまくいかない 26.7    30.9    32.3    35.7 

家の中の雰囲気がよくない 13.5    16.9    21.1    28.1 

進路について親と意見が合わない 13.4    19.8    20.9    26.3 

クラスの雰囲気になじめない 16.5    17.1    17.3    20.9 

「とても」＋「少し」悩んだ割合
は最大値

4．まとめに代えて

中学生は慢性的なストレス状況におかれて
いる。それは社会が子どもの成長をゆっくり
見守ることができなくなったからだろう。さ
らに、子どもは過剰な教育期待によって、子
どもらしい楽しみにふけることも自由で創造
的な時間を過ごすこともなく、時間に追われ
忙しく過ごしている。そうした中ではマンガ
を読んだりテレビゲーム、メールでのアクセ
スなど孤独型の余暇を過ごすことが多くな
り、集団での行動も耐性も身につかない。中
学生は「思春期」という子ども期とおとな期
の狭間にあって不安定で過ごしにくい時期で
ある。自立の時期にある子どもたちが親や家
庭を離れて親密な友人関係を結び、仲間との

交流を持つことは発達課題的にも重要であ
る。しかし、中学生たちの学校での友だち関
係は不安定で、友人に神経を遣いながら緊張
した毎日を送っており、学校が心の居場所に
はなり得ていない。このような状況がムカつ
く・キレる感情となって爆発し、授業にあっ
ては「荒れ」を引き起こす背景となっている。
自分と自分の将来を大切に考え、他人をも
そうした存在として敬意をはらえる生徒は、
たとえキレても、そのキレ方は配慮できる自
己制御力を持つであろう。今後、教育的な営
みの中で自分の将来に展望を抱かせ、それに
向かって努力する子どもたちの育成が必要で
はないかと考える。
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1997年にvol.55「居場所としての『保
健室』」を取り上げたが、その後の08 年
間で保健室からみた中学生の様子もかな
り変わってきた。子どもたちが保健室で
見せる顔の中に社会の変化や抱えている
問題を敏感に感じることができる。
その01 つが親の離婚が及ぼす心の変化
である。03 分間に01 件の頻度で離婚があ
るようだが、離婚までの過程で親のＤＶ
（ドメスティック・バイオレンス）を見
てきた子どもの心の傷、離婚後の厳しい
生活の中で、子どもの面倒を十分に見る
ことができなくなっている家庭の問題が
ある。
〈事例01〉 遅刻して登校しては学校の破
壊行為を繰り返し、家出、万引きなどの
社会的悪さをするＡ君は、一人ぼっちで
夜を過ごし、時には仕事の都合で母親が
何日もいないこともある。朝は親が起き
てくれず、学校へ送り出してくれる人も
いないので、生活の中に学校へ行くとい
うことがきちんと位置づけられていな
い。社会的善悪が身についていないので、
悪気もない。「いろんなことをした後だ
から、信頼を回復するためには今が踏ん
張りどころよ」「信頼って何？」「心配し
てくれた先生への恩返しだよ」「俺、先
生なんて信頼していないから」。このよ

うな会話を02 人でするが、保健室でも信
頼関係がなかなかできない。
2 つ目の変化として、ときどきニュー

スになっている虐待はまれでないという
ことである。前にあげたＡ君の場合にも
いえるが、「ネグレクト」が多くなって
いる。
〈事例02〉Ｂ君の場合は夜働いている母
親があまり家に帰らず、給食以外のまと
もな食事は食べることがなく、衣類も汚
く、家の壁や床はゴキブリが大運動会を
しているような不潔さ、ガスも止められ
ている環境だった。この事例は約05 か月、
学校が中心となり、サポート会議を開き、
生活の支援や施設への措置をすることが
できた。
また、近年は親が精神疾患のため、家

庭生活に影響を及ぼし、それが原因で子
どもが学校を休みがちになるというケー
スが増えている。保健室での何気ない会
話の中で発見することもある。親・子と
もにサポートを必要としているので家庭
が孤立しないように学校・地域と連携を
図っていかなければならない。
このように「子どもを守り、育てる家
庭の力」が弱くなっているというのが、
子どもの変化の大きな原因であると思え
る。

コラム

保健室から（1）
～子どもの事例を通して～

田上純子
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「21世紀の我が国を担う児童・生徒が、時代

の変化に主体的に対応し、たくましく生きてい

くためには、心身の健康保持増進を図ることが

きわめて大切である。健康や体力は、児童・生

徒の『生きる力』を育む基盤であり、体育・健

康に関する指導の一層の充実が求められてい

る。」

厚生労働省の「健康日本21」や「東京
都健康増進プラン21」では、児童・生徒
の心身の健康づくりの大切さを呼びかけ
ている。
子どもたちの生活習慣は、夜型の生活

スタイルで、食生活も「孤食」が増え、
朝食の欠食、塾通いによる夕食の遅さが
目立つ。そして携帯電話の普及により、
メールのやりとりが深夜にまで及び、慢
性的に睡眠不足の子どもたちが増えてい
る。目覚めぬまま登校してくるため、午
前中の保健室はうつろな目をした子ども
たちでいっぱいである。特に、休み明け

は体温の低い思考停止状態の子どもたち
で保健室のベッドはフル回転をする。
1 週間の傷病治療状況や保健室の相談
活動をみると、疲れのピークは木曜日に
出るようで、ケガや体調不良が増え、友
人とのトラブルも多くみられる。
思春期のデリケートな時期に携帯電話

やメールやチャットによる伝言板への無
神経な書き込みなど、相手の気持ちを察
する必要のない「一方的なコミュニケー
ション」によるトラブルが増えている。
彼らの傷ついた心に寄り添いながら、「人
とのかかわり方」について改めて健康相
談活動を通じて行っている。
ライフステージの第01 段階として重要

な時期である21世紀の子どもたちの「生
活習慣」について、家庭とともに見直し、
取り組んでいくことが急務であると考え
る。合わせて、「かかわり」をキーワー
ドに様々な体験を積ませ生徒の心と体の
健康づくりを行う必要性を痛感する。

保健室から（2）
～生徒とのかかわりを通して～

根舛セツ子

コラム
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1．家族をめぐる動向

家族変化をみる上で、1970～80年代は節目
の年とされる。この時代は、戦後に生まれた
世代が親となる時期にあたる。戦前の家父長
制をベースとしたイエ制度の元で形成された
威厳のある親、ある種絶対的な権限を持った
存在ともいえる（父）親の権力の行使によっ
て成立していた家族関係の枠組みから、まっ
たく自由な形で家族像を描きうる世代の誕生
といえる。この世代は、例えば、1984年に出
版された浅田彰の『逃走論－スキゾ・キッズ
の冒険』（筑摩書房）が大学生を中心に熱狂
的に支持されたように、個人／社会人として
新しいライフスタイルや価値観を選択してい
く。そして、彼らが親となったとき、かつて
と異なる家族の枠組みを模索する。こうした
流れの中で生み出されたのが、「友だち夫婦」
や「恋人親子」「友だち親子」などニューフ
ァミリーという言葉で括られた、多様な新し
い家族像である。
当時指摘された多様な家族像の中で、家族

構成員の個の意識が強くなる、欧米型の家族
像が01 つのモデルとして想起される。1987年
に出版された『個人化する家族』（目黒依子・
勁草書房）に表されるように、情報化や都市
化など様々な社会変化から、家族の個人化は
今後一層進むであろうと考えられてきたので

ある。しかし、その後の流れをみていくと、
家族は個人化の方向に進んでいるというより
はむしろ、『パラサイト・シングルの時代』
（山田昌弘・ちくま新書・1999年）に表される
ように、家族の凝集性／依存性が高まったよ
うに思われる。
現代家族の特徴ともいえる、パラサイト・

シングルについて簡単に考察しておこう。パ
ラサイト・シングルを生み出すためには、依
存したいという子ども側のニーズと、依存さ
せてもかまわないという親側のスタンスの両
者がなければ成立しない。
まずは親子が置かれている社会状況の変化

について概括しよう。親の教育観の問題につ
いてだが、総じて日本の親の教育観に「自立
させるための教育」という意図性は乏しいと
いえるのかもしれない。母なるものを思い浮
かべたとき、そこには子どもや家族のために
自分を犠牲にしても尽くす姿が思い浮かぶ。
尽くす母親に対して子は恩で報いる。その関
係性のなかで、自然と子どもは親の恩に報い
るため、自らは自立することを選択したので
ある。また、かつては親が子どもの自立を意
図しなくとも、親側に子どもをパラサイトさ
せるだけの経済的なゆとりはなく、学卒後の
子どもは自立せざるをえない社会環境におか

深谷野亜�

5　家　族�
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れていた。そのため親が自立を促さなかった
としても、子どもは自立するしかなかったの
である。
しかし現在は、親側にゆとりがあるだけで

はなく、社会経済の低迷から、子ども世代は
独立したとしてもパラサイトしていた時以上
の暮らしをすることが困難な時代である。そ
のため、子どもを依存させやすい社会状況に

おかれているのである。
親子の意識変化について、まずは子ども側

の依存し続けたいとするニーズについてみる
ことにしよう。自立を望まない子ども世代は
どのように生まれたのであろうか。ここでは、
自立と依存という観点から、中学生にとって
の家族について考えていきたいと思う。

2．親子のコミュニケーション
～第二次反抗期を喪失した仲のよい親子関係～

しばらくは、vol.77「中学生にとっての家
族」（2004年）のデータから、中学生にとっ
ての家族の様相をみることにしよう。
中学生という年齢は、第二次反抗期にあた

る。そのため、かつては親子関係が悪化する
時期であるとされてきた。親から庇護され、
教えられ、育てられてきた幼少期から抜け出
し、ようやく自分らしさの追求をするように
なる。親はよかれと思い子どもをしつける。
しかし親にとっての「よさ」と子どもにとっ
ての「よさ」は必ずしも一致しない。自分ら
しさを追求する意思が芽生えた中学生にと
り、親の庇護は目障りなものとしか映らない
のである。しかし、一過性のものにせよ、第
二次反抗期は、親から自立するための重要な
ステップといえるのではないだろうか。
まず親子の間の会話状況をみてみる（表

05－01）。父親と「よく話をしている」者は26.7
％、「ときどき話をしている」は41.5％。母
親と「よく話をしている」者は54.9％、「と
きどき話をしている」は32.1％であり、まと

めると父親とは68.2％、母親とは87.0％が（よ
く＋ときどき）話をしていると回答している。
特に母―子の関係が中心となっているようで
あるが、家族の間で良好なコミュニケーショ
ンが保たれていることがわかる。
図05－01は、親との関係についてもまとめ

たものである。「とても＋かなり＋やや」う
まくいっている割合をみてみると、父親とは
77.7％、母親とは87.4％が、それなりに親と
の関係がうまくいっていると回答しているこ
とがわかる。また親子の仲のよさの組み合わ
せを「とても＋かなり」うまくいっている割
合で順にみてみると、①娘と母親（63.4％）、
②息子と母親（42.4％）、③娘と父親（40.7％）、
④息子と父親（38.2％）という結果となった。
親子の性別の組み合わせにより、関係のよさ
に差はみられるが、総じて親子関係がうまく
いっている中学生が多い。vol.77のデータか
らは、第二次反抗期的な険悪な親子関係では
なく、仲のよい親子の姿がみえてくる。



●モノグラフ・中学生の世界　特別号�

― 57 ―

■表05－01 親との会話（vol.077 表01）

（％）

よく話を ときどき話を あまり話を ほとんど話を
している している していない していない

父　親 26.7    41.5    21.5    10.3            

母　親 54.9    32.1    9.8     3.1

■図5－1　親との関係（うまくいっているか）× 性（vol.77 図 2） 

（％）�

父親    全　体�

        　男　子 �

        　女　子�

母親    全　体�

        　男　子 �

        　女　子�

　20.8     　　　18.5     　　　 38.4     　　　 9.3     7.3   5.8 �

18.7     　　19.5     　　　　41.0     　　　　 9.0     5.7   6.1 �

　23.3     　　　　17.4     　　　　35.3     　　　9.6     　9.1     5.3 

　　ぜんぜんうまくいっていない�
あまりうまくいっていない 

とてもうまく�
いっている�

かなりうまく�
いっている�

ややうまく�
いっている�

ややうまく�
いっていない�

      26.9    　　　　　　 25.8     　　　　34.7    　　　　　6.1       　　2.8 �

17.6     　　　24.8      　 40.9      　 8.8          　　3.8 �

　　　 36.6      　26.8      　　28.2         　　　1.8 

3.7

4.2

3.4     　　3.2 
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第二次反抗期的な葛藤が生じない理由とし
て、子どもの側から考えてみると、親が疎ま
しいものにみえなくなっていると考えられ
る。親が子どもからみて疎ましくなく映るに
は、①中学生になっても、自分らしさを追求
し、自立しようとしないという子ども側のス
タンスの変化、②ウザイ価値の押しつけ（す
なわち、しつけ／叱るという行為）を、自分
の親はしないだろうという子どもの親評価、
の02 つが考えられる。
直接自分らしさの追求／自立を把握するデ

ータがなかったため、「いつになったら親を
超えられるか」についてのデータをみること
にする（表05－02）。「超えるのは25歳以上」＊

と回答した数値に着目すると、「社会につい
ての見方」「社会常識」「お金をかせぐ力」に
ついては、25歳以上でないと父親を超えられ
ないだろう（あるいはずっと超えられないだ
ろう）と過半数が考え、母親の場合でも04 ～
05割程度が超えられないだろうと考えている。
では、親側のスタンスをどう評価している

のであろうか。表05－03は、どのようなこと
をしたら、親は叱ると思うかについて尋ねた
ものである。「ぜったい叱る」の割合が50％
を超えたのは「夜01 時すぎまで、外で遊んで
いたら」79.1％の01 項目だけである。そのほ
か、「『宿題を忘れることが多い』と先生から
家の人に注意されたら」の場合でも、親が
「ぜったい叱る」と回答した割合は32.9％な
ど、全般的にその比率は低い。逆に「たぶん
叱らない」と「ぜったい叱らない」を合わせ

た割合でみると、「朝、家族と会っても『お
はよう』と言わなかったら」は70.8％、「先
生の言うことを聞かなかったら」は44.5％、
「夜01 時すぎまで、外で遊んでいたら」でも
7.2％が親は（たぶん＋ぜったい）叱らない
だろうと考えている。
こうしてみると、子どもたちは親を超えら

れない存在としてみなしており、そこには親
離れしよう、自分として一本立ちしようとす
る意識に乏しい。そして子どもの目からは、
親は自分の今の楽しみを妨げるウザイ存在で
はないと映っているのである。2 節でみたよ
うに、現在第二次反抗的な険悪な親子関係は
少数派になりつつある。この傾向は、親が口
うるさいことを言わず、ただひたすら子ども
にとって居心地のいい環境を作り出してきた
結果ではないだろうか。多少退屈かもしれな
いが、家庭はのびのびでき、安心できる場
（図05 －02）とみなしている中学生。そのぬ
るま湯にも似た居心地のよさは、そこから脱
出すること、すなわち親元から離れ自分で自
分の道を切り開くことへの意欲をスポイルさ
せているのではないだろうか。
親はいつの日か、現役を退き、もはやパラ

サイトさせる宿り主としての使命を終えるこ
とになる。そのため、今の心地よさを犠牲に
しても、子どもの自立を促すことが親として
必要なことである。第二次反抗期的な危機の
消滅は、今後さらに子どものパラサイト化傾
向に拍車をかけるのではないかと思われる。

3．子どもにとっての家庭
～ぬるま湯にも似た心地よさ～
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■表05－02 親を超えたか─当分、超えにくい─（vol.077 表09）

（％）

母親 父親
すでに 数年後に 超えるのは すでに 数年後に 超えるのは
超えた 超える 25歳以上 超えた 超える 25歳以上

体　力 79.6    14.3    6.2     32.2    32.7    35.1 
英語の力 49.6    32.7    17.6    36.9    36.5    26.6 
数学の力 45.0    34.7    20.4    28.7    35.9    35.3 
がんばる力 34.2    37.2    28.6    21.4    37.5   41.1 
人とのつきあい方 23.4    45.2    31.3    20.6    42.3    37.1 
社会についての見方 15.3    46.3    38.4    8.7     37.6    53.7 
社会常識 12.6    48.1    39.2    10.3    37.3    52.4 
お金をかせぐ力 6.8     43.4    49.8    5.2     20.6    74.2 

すでに超えた＝「小学校高学年のころ超えた」＋「中学生になって超えた」＋「このごろ超えた」
数年後に超える＝「とても超えられないが、高校生くらいになれば超えられる」＋「とても超えられないが20歳　　

くらいになれば超えられる」
＊超えるのは25歳以上＝「とても超えられないが25歳くらいになれば超えられる」＋「ずっと超えられないだろう」

■表05－03 叱る程度─あまり叱らない─（vol.077 表08）

（％）

ぜったい たぶん たぶん ぜったい
叱る 叱る 叱らない 叱らない

夜１時すぎまで、外で遊んでいたら 79.1    13.7    4.5     2.7         

「宿題を忘れることが多い」と先生から家の 32.9    43.1    16.7   7.3
人に注意されたら

夜02時すぎまで、夜更かししていたら 30.4    27.0    26.7    15.9         

先生の言うことを聞かなかったら 11.8    43.7    34.4    10.1 

近所の人に会って、あいさつをしなかったら 9.8     31.9    41.3    17.1 

朝、家族と会っても「おはよう」と言わな 8.8     20.4    36.0    34.8
かったら

■図5－2　家にいるときの気分（vol.77 図 1） 
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図05 －01 でみたように、親子関係は母子間
のコミュニケーションが中心となっているよ
うである。ここでは、子どもに対して家庭＝
心地よさを作り出す要因について、母親の意
識からみていくことにする。
3 節でみたような「ウザくない親」の出現

について親の側のスタンスから考えると、①
親自身の規範感覚が弱化している場合と、②
子どもを叱った方がいいと認識したとして
も、叱ろうとはしていない、という02 つのス
タンスが考えられる。
表05－04は子どもの行動に対する母親の評

価をまとめたものである。他人の自転車やカ
サを無断で使うことなど、9 項目中04 項目は
90％以上が「絶対してはダメ」と回答してい
る。50％を超えなかった項目は「学校からの

プリントを見せない」「異性の友だちの家に
遊びに行く」の02 項目だけであり、母親自身
の規範感覚が弱化したわけではないようであ
る。
表05－05は、子どもに対して心がけている

ことである。「いつもする」の割合に着目す
ると、「朝、子どもを起こす」が61.3％、「子
どもの洗濯物をタンスにしまう」が47.8％な
どで割合が高い。また、「登校する前に忘れ
物がないかを確かめる」は15.6％、「入浴後
の子どもの着替えを準備する」は12.3％など、
割合が少ない項目でも、1 割程度の母親が
「いつもする」と回答しているのである。vol.
67「中学生を持つ母親たち」（2001年）で指
摘したように、彼女たちは親であることを重
要なものとして受け止めており、子どもたち

4．母親であること
～母・妻としてよりも個人としての生き方～

■表05－04 子どもの行動の評価（vol.67 表04－07）

（％）

絶対して たまになら 仕方がない まったく
はダメ 仕方がない と思う かまわない

他人の自転車を無断で使う 99.2    0.7     0.0     0.1 

急に雨が降ってきたとき、他人のカサを無断で使う 94.9    4.4     0.7     0.0     

学校を無断で欠席する 92.7    5.2     1.8     0.3     

決められた制服を着用しないで登校する 90.3    6.6     2.2     1.0     

学校に携帯電話を持っていく 89.2    7.4     2.3     1.1     

パーマをかけたり茶髪にしたりする 84.4    9.1     4.4     2.0     

友だち同士でアダルトビデオを見る 68.0    19.7    10.7    1.6     

学校からのプリントを見せない 39.4    54.4    5.6     0.6     

異性の友だちの家に遊びに行く 29.1    47.0    10.8    13.1
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のために様々な働きかけをしている。しかし、
中学生を持つ親として評価した場合、そのあ
り方は、少し甘やかしすぎている印象を受け
る。中学生の場合、寝坊をさせないことより
はむしろ、たとえ寝坊したとしても、その失
敗から自分で様々なことを学び取らせる時期
ではないだろうか。
母親自体の規範感覚は、弱化していないと

いえる。しかし母親は子どもに対して、失敗
することから学ばせる、というより、今、子
どもが悲しい目に合わないようにと行動して
いるように見受けられる。また子どもたちか
らみても、表05 －03 で指摘したように、中学
生としては好ましくない行為をしたとして
も、自分の親は叱らないだろう、と受け止め
ているのである。
なぜ現代の母親は、将来の子どもの成長よ

り、今の快適さに重点をおいて行動している
のであろうか？　ちょっと古いが、日本と韓
国の母親を比較した1993年の調査（vol.46

「日本の母親・韓国の母親」）に自己評価につ
いて尋ねた設問がある（図05 －03）。ここで
は「とても＋わりと」そうの割合がのせてあ
るが、この図から大まかに傾向を捉えると、
日本の母親は「世の中の動きに関心がある」
「趣味やスポーツが楽しみ」等、個人として
の自分を評価する傾向が強い。一方、韓国の
母親は「教育熱心」「やりくりがうまい」等、
母親・妻としての自分を評価する傾向がみら
れる。この両者の比較から、日本の母親が親
や妻としてよりも、個人としての生き方に重
きをおいていると言えよう。個人としての生
き方を志向する母親、それは母親個人にと
っては自由と楽しさを意味するのであろう
が、子どもにとっては別の側面を持つのであ
る。親であることはある種の自己犠牲を求め
るものである。子どもからみて親が「ウザく
ない」のは、こうした「個人＞親」という親
の意識変化からくるのではないだろうか。

■表05－05 子どもに次のようなことをどのくらいしているか（vol.67 表03－01）

（％）

いつも たまに あまり ぜんぜん
小計

する する しない しない

朝、子どもを起こす 61.3 ① 22.9    8.6     7.2     15.8 

登校する前に忘れ物がないかを確かめる 15.6    33.1    26.0    25.3    51.3 

子どものベッドやふとんを整頓する 27.8    36.2    20.8    15.2    36.0 

夕食は子どもの好きなメニューにする 8.6     67.6    19.5    4.3     23.8 

子どもの洗濯物をタンスにしまう 47.8 ② 20.6    15.3    16.3    31.6 

入浴後の子どもの着替えを準備する 12.3    8.9     13.5    65.3    78.8 

子どもが寝るまで起きている 38.1 ③ 18.3    22.2    21.4    43.6 
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5．まとめに代えて

このように、第二次反抗期を迎えていたは
ずの中学生のデータから、子どもにとっての
自立について考えてみた。
本来、ある程度の年齢に達するまで、親子

関係は対等になりえない。子どもが幼少期に
おいては、自活能力がない子どもは親の庇護
なしには生きることすらできない。そして身
辺自立ができたとしても、親は子どもを評価
し教育する必要があるため、どうしても対等
な立場にはなりえないのである。親であるか
ら、子どもの何年後かの将来を踏まえ、叱り、
しつけるのである。親であることは孤独な側
面を持つ。しつけの過程で、子どもから嫌わ
れることを覚悟しなければならないし、何よ
りも親子関係の先には、いつしか子離れ・親
離れをする時期を迎えることを前提とする。
今回みてきた子どもからみてウザくない親

とは、基本的に親が親としてのスタンスを軽
視している、といえよう。親であることより
も個人としての生き方に重きをおくとき、子

どもはしつけの対象というよりも、年の離れ
た友だちとして、ずっと仲良くいられる存在
なのである。個人の生き方に重きをおく親世
代にとって、“親であること”は本人にとっ
て、心地よいものではないのである。
将来のパラサイト・シングルを生み出す親

世代、そこには子ども受けする、物分かりが
いい親子関係を築こうとする姿勢がみられ
る。しかし、ぬるま湯のような温かな環境は、
親世代にとってみればいい環境であったとし
ても、そこから自立へと抜け出そうとする子
どもの意欲を喪失させる。叱らない親の増加
は、子どもの自立を犠牲にしても、今の楽し
さを追求する親側の姿勢の現れといえる。揉
め事もなく、和やかで楽しそうな家族関係。
しかしその背景には、「親」であることより
も「自分」であることを選択した、ある意味
非常にエゴイスティックな側面が見え隠れす
るのである。
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■図5－3　自己評価（韓国＝教育熱心、日本＝趣味を楽しむ）（vol.46 図 4から）�
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vol.42「『男の子らしさ』とは」（1992年）
やvol.73「『元気な女の子』と『ほどほど
志向の男の子』」（2003年）で「男の子ら
しさ」の変化や女子の元気さが指摘され
ている。私の勤務校でも、女子の方が学
校生活に適応し、元気さが目立つという
のが多くの教師の実感なのだが、当の中
学生たちと話してみると、彼らは「性差
というよりは個人差」という受け止め方
をしているようだ。
そんな彼らが、男女の明らかな違いと

して指摘するのが「女子の人間関係の複
雑さ」で、「100人の中学生に聞けば、90
人以上が賛成するはず」と言うのである。
女子は、男子と違い、常に同学年の人間
関係に配慮が必要だということだ。対立
を調整する、仲間はずれにされないよう
に気を遣う、目立たないようにする、人
を傷つけるような言動をいかにたしなめ
るかに苦慮するなどと気苦労が絶えない
と言う。それに比べ、男子の人間関係は
「さっぱりしている」と捉えている生徒
が多い。ただし、女子からは「男子はさっ
ぱりしているというより、面倒になると
全くかかわり合わないか、力で解決して
いるだけ」という手厳しい評もある。女
子の揉め事が表面化したときだけをみ
て、おとなは「女子の人間関係は厄介」
と受け止めがちだ。けれども、日頃は水
面下の努力で微妙なバランスが保たれて
いるわけで、中学校での人間関係の苦労
が、彼女たちの、ある種のコミュニケー
ション能力を磨いていると言えるのかも
しれない。実際、「女子がさっぱりした
人間関係にはならないのは、何とかしよ

うとして文句を言ったり、説得したりし
ているからってこともあるかな。でも、
かかわりすぎているとお母さんから『放っ
ておくことも時には必要』って言われる」
と解説してくれる女子生徒もいる。
「中03くらいから、まわりと仲良くして
いても無理に相手に合わせなくなった」
という卒業生の女子たちに聞くと、やは
り母親のアドバイスに助けられたそう
だ。「うちのお母さんは強いですよ。他
の人とうまくやっているけれど、基本は、
他人は他人、自分は自分って感じ」と語っ
てくれた。中学での人間関係の試練を経
て一回り大きく成長できた女子生徒の支
えの01 つが、自己と他者にしっかりと線
を引く母親の姿だという話は興味深い。
中学生の人間関係の男女差は、大雑把

に言えば、時に母親に支えられ、複雑な
同学年の人間関係をもがきながら生き抜
く女子生徒たちと、「面倒」を避け「さっ
ぱりした」関係で摩擦なく生活する男子
生徒たち、というところだろうか。
ところが、最近、男女の集団間に新た

な接点が生まれた。携帯電話によるメー
ルでのコミュニケーションである。直接
話すよりも、電話で話すよりも気軽とい
うことで、男子・女子問わずメールで連
絡をとる。男子は、女子の複雑な人間関
係を報告、相談されはじめた。大半の男
子は「面倒くさい」という理由で距離を
とるが、男子生徒が女子生徒の対立に巻
き込まれる例も出始めているようだ。メ
ールによって友人とのかかわり方の男女
差にも変化が出てくるのだろうか。

コラム

生徒たちの人間関係における男女差
永野みどり
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戦後の急速な科学技術の進展と高度経済成
長が中学生の心身に深く影響をもたらした。
特に、バブル崩壊後の長引く不況が先行きの
不透明感を深め、中学生の生活も大きく変貌
してきたと考える。その変貌の実態を以下の
03 つのカテゴリーに分けて概観した。第01 が、

中学生の体験と自己像の形成。第02 は、中学
生のルールと人間関係。第03 は、中学生と電
子メディア。
急激な社会変化や教育改革の進展の中で、

「中学生の生活」の変貌の一端がみえてくる
と考えている。

森永徳一（1節）・亀澤信一（2節）・井上　健（3節）�

6　社会の中の中学生�

1．体験と自己像

01）中学生の生活体験と自己像　
都市化の進展や情報化の進展が、子どもた

ちに直接体験の減少をもたらしていることが
考えられる。
1991年の調査（vol.41「生活体験」）による

直接体験の減少の実態を図06－01「体験の量」
をみながら考えてみたい。
自然体験（「セミやトンボをとる」「カエル

にさわる」）が「01 度もない」割合が01 ～02
割、「牛や馬にさわる」「犬や猫が死んで泣く」
などの感覚の体験が「01 度もない」割合が02
～05 割と多いことがわかる。そしてリーダー
体験や技術の体験「ワープロを打つ」なども
「体験の量」としてはさほど多くないことが
わかる。

02）中学生の心身の悩み
ここでは、「中学生が悩むとき」とはどん

なときかを「最近１年間で悩んだこと」（表

06－01）と「やせたい理由」（表06－02）の02
つの表をみて考えてみたい。
表06 －01 から、「かなり＋わりと」悩んだ

割合が上位の項目は、「学業成績について」
「将来の進路について」「高校受験について」
と、子どもたちのありのままの実態がわかる。
その次が「身長や体重について」「顔など、
自分の外見について」「自分の性格について」
である。3 つ目のグループとして、「親しい
友だちはどうやったらできるか」「みんなか
ら好かれるのにはどうしたらいいか」「異性
から好かれるのにはどうしたらいいか」など
が続く。親や先生との関係は、「悩み」の中
では低い位置にある。
以上の結果のように、子どもたちは将来の

進路や成績面の不安や悩みを抱えながら、自
分の成長する身体や外見に気をとられ、学校
の友だちや異性を意識して、複雑な思春期の
真っ只中にいる実態が浮かび上がってくる。
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■表06－01 最近01年間で悩んだこと（vol.70 表02－05）

（％）

かなり わりと
小計

少し あまり悩ま ぜんぜん悩ま
悩んだ 悩んだ 悩んだ なかった なかった

みんなから好かれるのにはどうしたらいいか 8.4     12.5    20.9    23.1    28.4    27.7

異性から好かれるのにはどうしたらいいか 5.3     7.0     12.3    17.3    31.6    38.6

親しい友だちはどうやったらできるか 10.9    13.2    24.1    22.3    25.3    28.3

先生との関係で 4.3     5.0     9.3     14.9    32.2    43.7

親との関係で 4.6     5.0     9.6     12.0    27.4    51.0

学業成績について 19.0    20.2    39.2    26.8    16.0    18.1

高校受験について 17.0    17.0    34.0    23.6    15.7    26.8

将来の進路について 18.4    16.7    35.1    25.0    16.8    23.1

自分の性格について 13.6    14.2    27.8    24.0    23.9    24.2

身長や体重について 17.2    16.3    33.5    21.5    18.7    26.3

顔など、自分の外見について 14.9    14.1    29.0    20.0    23.9    27.1

0 20 40 60 80 100

■図6－1　体験の量（vol.41 図 1から）�
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次に、思春期の悩みの01 つとして表06 －02
の「やせたい理由」を考えてみたい。第01 位
は、「自分に自信が持てる」からとなってい
る。性別でみると、男子は、「スポーツがう
まくできそう」が理由の第01 位だが、女子は、
「もっとおしゃれができる」「自分に自信が持
てる」など身体に男子以上に気を遣っている
ことが推測できる。
では、やせるためにどんなことをするかと

いえば、第01 位は「やせるための運動をする」、
第02 位は「間食をしない」、第03 位は「野菜
やこんにゃくをたくさん食べる」。性別でみ
ると、女子では「甘いものを食べないように
する」「長い時間お風呂に入る」の割合が男
子に比べ高い。男子より女子の方が「やせ願
望」が強く、切実な悩みと考えられる【vol.70
表03－12】。
学校でも、女子の不適応生徒の問題がいじ

めの原因になることもある。思春期の子ども
の悩みは、心身の様々なところに起因するの
で問題解決が難しい面もあると考えられる。

03）やる気に乏しい子どもたちと
生き方

最近の子どもたちは、「やる気がない、忍
耐力がない、がまんできない」などと地域の
会合や座談会でよく聞く。また、「無関心・

無気力・無感動」などと言われたりもする。
実態はどうだろうか。
図06－02は子どもたちの「やる気がでると

き」の調査結果である。
子どもたちは、「部活動で試合に出しても

らえるとき」「成績が上がったとき」「テスト
でよい点数がとれたとき」などは50％以上が
やる気が「すごくでる」と答えている。その
次が、先生や親にほめられたときの順になっ
ている。
このことは、子どもたちは「興味」「関心」

「好きなこと」には、いつの時代でも「やる
気」が起こり、真剣に取り組むことを証明し
ていると考えられる。そして、叱られるより
「ほめられる」ことが、やる気を出すエネル
ギー源になっていることも想像できる。やる
気を起こさせるための「動機づけ」をいかに
行うかが大きな課題と考える。
次に、やる気を持って取り組めば、将来が

明るく展望できるかという視点について、図
06－03「人生についての考え方」から考察し
てみたい。「すごく＋どちらかといえば」賛
成の割合でみていくと、子どもたちは、「が
まんして努力し続けていれば、いつか必ず報
われる」66.5％、「幸せに生きるためには、
お金よりも愛情や友情の力が大きい」63.6％
と「努力すること」や「愛情や友だちの大切

■表06－02 やせたい理由×性（vol.70 表03－10）

（％）

全体 男子 女子

自分に自信が持てる 45.6    29.8    53.9         

もっとおしゃれができる 43.7    11.3    60.7         

スポーツがうまくできそう 41.1    55.0    33.8         

その他 23.9    22.9    24.3         

人からバカにされなくなる 18.1    21.3    16.4         

異性にもてる 14.2    10.5    16.1         

性格が明るくなれる 13.4    9.1     15.7    

いじめられなくなる 5.1    6.6     4.3     

（複数回答）
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さ」を漠然としながら心の奥底では考えてい
ることがわかる。しかし、44.8％が「世の中
で成功するには、実力だけでなく、運のよさ
が大事だ」と考えているのは、世相を反映し
ているのか、若者世代としてはもの足りなさ
を覚える。

自立や自己実現の難しい社会が進展し、子
どもたちも努力しても「将来像」が描けない
のは無理からぬことであるが、「将来の夢」
だけはいつも抱き続けてほしいと考えてい
る。

0 20 40 60 80 100

■図6－2　やる気がでるとき（vol.37 図 10）�

■図6－3　人生についての考え方（vol.58 図 3－1）�
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01）規範意識の「緩み」と「喪失」
表06－03は、二択の選択肢を提示し、いろ

いろな状況においてどちらの行動を選択する
のかを尋ねたものである。それぞれの下段の
好ましくない行動を数値の大きい方から順に
並べると、「道端を歩いているとき、千円を
拾った→もらってしまう（64.1％）」「クラス
のいじめに気づいた→そのまま見ないふりを
する（54.8％）」「親から『勉強しなさい』と
言われた→勉強をするふりだけする（52.1％）」
となる。
学年別にみると、上記の03 つの項目に加え

て「突然の大雨で、持ち主のわからないカサ
があった→そのカサを使う」「見たいテレビ
があるが、見ると明日までの宿題が終わりそ
うにない→テレビを見る」でも学年が上がる
につれて数値が高くなっている。
また、男女を比較すると、好ましくない行

動は全体的に男子の数値が高い。
これらのことと、vol.76「規範意識の『緩

み』と『喪失』」（2004年）の調査によると生
徒の規範感覚はしっかりしているとはいえな
いが、かといって、崩壊しているのでもない。
「まあ、いいか」という感じで、自分にとっ
てちょっと楽な方を選択する。そうした行為
の積み重ねが、規範感覚の緩みとなってあら
われている。巨悪ではなく微悪なので、おと
なもつい大目にみてしまう。そして、1 年か
ら02 年、03 年と学年が上がるにつれて、微悪
を気にしない生徒の割合が多くなる。
生徒は、おとなから言われた規範を言われ

るがまま守っている感じで、規範が自分のも
のになっていない。それだけに、自分たちで
規範を作って、それを守る体験が必要になっ
てくる。学校のきまりや行事の展開の仕方な
ど、生徒たちに意見を出させ、話し合いを持
ち、結論を出し、結果を守る。折あるごとに、
そうした体験を重ねていくことにより、健全
な規範感覚が育っていくのではないだろう
か。

2．中学生のルールと人間関係

■表06－03 どういう行動をとるか×性・学年（vol.76 表02－09から）

（％）

全体 男子 女子 1年 2年 3年

このままでは学校に遅刻する 間に合うよう走る 84.9    82.3 ＜ 87.6    89.5 ＞ 82.4    82.9

間に合わなくてもいいと思う 15.1    17.7 ＞ 12.4    10.5 ＜ 17.6    17.1

先生に遅刻を注意された 以後気をつけようと思う 71.6    71.9    71.2    71.2    74.8 ＞ 68.9

心の中では、うるさいと思う 28.4    28.1    28.8    28.8    25.2 ＜ 31.1

クラスのいじめに気づいた いじめをやめさせようとする 45.2    44.5    45.8    50.9 ＞ 45.3 ＞ 39.7

そのまま見ないふりをする 54.8    55.5    54.2    49.1 ＜ 54.7＜ 60.3

道端を歩いているとき、千円 きちんと届け出る 35.9    28.0 ≪ 44.1    41.7    39.9 ≫ 26.8
を拾った もらってしまう 64.1    72.0 ≫ 55.9    58.3    60.1 ≪ 73.2

突然の大雨で、持ち主の そのカサは使わない 78.6    74.8 ＜ 82.6    86.8 ＞ 77.0    72.6
わからないカサがあった そのカサを使う 21.4    25.2 ＞ 17.4    13.2 ＜ 23.0    27.4

見たいテレビがあるが、見ると明 宿題をやる 51.2    47.6 ＜ 55.1    56.8    52.2 ＞ 45.3
日までの宿題が終わりそうにない テレビを見る 48.8    52.4 ＞ 44.9    43.2 47.8 ＜ 54.7     

親から「勉強しなさい」と言 すぐに勉強をする 47.9    47.2    48.6    59.9 ＞ 50.1 ≫ 34.8
われた 勉強をするふりだけする 52.1    52.8    51.4    40.1 ＜ 49.9 ≪ 65.2

＜は05 ポイント、≪は10ポイント以上の差
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02）学校でいやな思いをした経験
学校は共同生活の場であるので、まわりの

人とのかかわり合いの中で自己を主張した
り、反対にまわりの人を思いやらなければな
らない場面が多くある。そのような経験を積
むことで、権利についての感覚が磨かれ、ふ
さわしい形でそれを扱うことができるように
なる。
表06－04でこれまでの中学校生活で「権利」

を侵されたような経験がどれくらいあるかを
みると、「しょっちゅう＋ときどき」ある割
合で、約03 ～04 割の生徒が「先生がある生徒
だけを特別扱いすること」「悪くないのに、
その人のせいにすること」「みんなの前で悪
口を言うこと」「授業中、友だちにちょっか
いをかけること」をされた経験があると答え
ている。反対に09 割近い生徒は「いじめるこ
と」「先生が体罰をすること」を受けた経験
がない。だが学校において、ここにあげたよ
うな権利の侵害を経験している生徒が多少な
りとも存在するということに目を向ける必要
がある。
また、大多数の生徒は「どんな理由でもぜっ

たいしてはいけない」というようにきちんと

した権利意識や人権意識を持っているが、少
数であるが「理由があればしてもいい」と考
える生徒がいることが気になる。
男女の意識を比較すると、全体的に女子の

方が敏感で、特に生徒の特別扱いや体罰につ
いて「どんな理由でもぜったいしてはいけな
い」と考える生徒が多い。一方、校則違反に
ついては男子の方が多くなっている。学年差
が最も顕著にみられるのは校則に関してであ
り、その他プライバシーや他人のものへの配
慮などに関して、学年が進むにつれて鈍感に
なる傾向もみられる。
最近、学校、家庭ともに、子どもを保護す

るだけで自立心を育てようとしない傾向が強
くなっている。vol.66「中学生の権利意識」
（2000年）の調査結果の全体をみても、生徒
たちは自分を抑制して、わがままを抑えよう
としている傾向があり、権利を濫用する気配
は少ない【vol.66 図03 －05】。むしろ、自己
決定について自信喪失気味ですらある
【vol.66 図05 －02】。中学03 年間を生徒の自
主性を伸ばす時期と捉えて、「自己決定力を
育てる」ことをもっと重視していくことが必
要と思われる。

■表06－04 学校でいやな思いをした経験とそれについてどう思うか
（vol.66 表03－01・表03－02から）

（％）
これまでに左の どう思うか 「どんな理由でもぜったいしてはいけない」割合項目をされた経験

しょっちゅう どんな理由でも 理由が しかたなく 性別 学年＋ときどき ぜったいして あれば すること
ある はいけない してもいい もある 男子 女子 1年 2年 3年

プライバシーをみんなの前で 18.6    83.8 5.0       11.2 81.3 ＜ 86.6    86.7    83.9    81.7
話すこと
いじめること 8.8     83.6 5.0       11.4    81.9 85.4    83.7    83.7    83.5
先生がある生徒だけを特別扱 40.2    81.0 5.7     13.3    75.9 ≪ 86.5    81.8    81.9    79.9
いすること
悪くないのに、その人のせい 29.7    79.8    3.2     17.0 77.2 ＜ 82.7    82.7    78.2 78.9
にすること
先生が体罰をすること 10.2    79.0      7.7     13.2 70.8 ≪ 87.9    81.7    79.0 77.1
カバンの中や手帳などを勝手 15.5    78.3    6.7     15.0 74.1 ＜ 82.9  81.2    79.3    75.5
に見ること
みんなの前で悪口を言うこと 35.7    43.6    16.4    39.9    40.5 ＜ 47.0 43.6    42.7    44.3
校則に違反すること 17.8    43.3    20.7    35.9    48.3 ≫ 38.0 55.9 ＞ 46.4 ≫ 32.2
授業中、友だちにちょっかい 41.5    42.3    17.5    40.2    39.7 ＜ 45.1    49.7 ＞ 42.1 37.2
をかけること

＜は05 ポイント、≪は10ポイント以上の差
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03）友だちとの関係
学校現場では、保健室に具合が悪いと訴え

てくる生徒のうち、教師や親、友だちとの人
間関係の悩みを抱えている割合が非常に高い
ように感じる。その中でも、友だちのことで
トラブルに巻き込まれ、悩んでしまって教室
に入れない生徒が多いようである。
表06－05を「とても＋かなり」ある割合で

みると、友だちといるときに「友だちに気に
入られたいと思う」生徒が42.6％、「自分が
どう見られているか気になる」生徒が41.9％
と、友だちからの評価をかなり気にしている
様子がわかる。そして、前述の02 項目に加え
て「友だちといるとき、自分が無理をしてい
ると感じる」「友だちの言いなりになってし
まう」の04 項目で女子が男子を05 ポイント以
上上回っていることから、女子の方が友だち
の目を気にし、周囲と同調しようとする傾向
があるといえよう。
また、「友だちといるとき、自分が無理を

していると感じる」生徒が全体の23.0％で、

5 人に01 人以上がおとなと同じように仮面を
かぶった自分を意識している。そして、「大
勢の友だちといると仲間はずれにあったよう
に感じる」生徒が14.5％で、疎外感を感じて
いる生徒も少なくない。
これらのことは、世の中の人間関係が希薄

になっていることとも密接に関係あるであろ
う。子どもたちは、小さい頃から他人と一緒
に喜んだり悲しんだり衝突したり、という経
験を積んできていない。そのため、友だちと
ちょっと行き違いがあっただけで悩んでしま
い、関係が修復できずに終わってしまうので
ある。
このようなことから、これからの学校現場

では、今まで以上に人間関係づくりを意識し
た取り組みをしていく必要がある。生徒たち
に友情の深め方や心の通い合い、集団の中で
の行動の仕方などを身につけさせることによ
り、いじめなどの抑止力も高まっていくこと
が期待できる。

■表06－05 友だちといるとき感じること（vol.57 表03－03・表03－04から）

（％）

とても かなり
小計

あまり ぜんぜん
男子 女子

ある ある ない ない

友だちの言いなりになってしまう 3.4     11.8 15.2 51.1 33.7 12.6 18.3 

大勢の友だちといると仲間はずれにあった 4.0     10.5    14.5    53.1    32.4    13.1    16.2 
ように感じる

友だちといるとき、自分が無理をしている 5.6     17.4    23.0    48.6    28.4    20.7    25.7 
と感じる

人前で思っていることをうまく言えない 6.2     21.0    27.2    45.6    27.2    28.6    25.6 

友だちから頼まれると断れない自分が嫌い 8.5     16.8    25.3    46.6    28.1    23.5    27.6 

自分がどう見られているか気になる 11.7    30.2    41.9    38.6    19.5    34.8    50.2 

友だちに気に入られたいと思う 14.8    27.8    42.6    39.9    17.5    38.2    47.7 

男子・女子は「とても」＋「かなり」ある割合
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01）メディアとの接触：この10年の変化
「モノグラフ・中学生の世界」ではこれま
でに何回か、中学生とメディアに関する調査
を実施してきた（vol.25、vol.38、vol.58、
vol.71など）。得られた主な知見は、①中学生
はテレビ、音楽（CD・MD）、マンガ、新聞、
雑誌、テレビゲームなど毎日、多様なメディ
アに接しており、②なかでも、テレビは最も
身近で、主たる情報源となっている、しかも、
③そうしたメディアの多くは自分専用とな
り、④メディアを相手に01 人でくつろぎ、充
足感を味わう生徒が増加している、と要約で
きる。
情報化の進展により、子どもを取り巻く環

境は大きく変化している。本節では重要なデ
ータを振り返りながら、中学生と電子メディ
アについて考えてみたい。
まず、図06－04をご覧いただきたい。これ

は、1990年から2001年の約10年間に中学生の
メディアとの接触がどのように変化したのか
を「毎日＋たまに」の割合で示したものだ。

「テレビを見る」「音楽をきく」「マンガを読
む」については86％以上の高い数値を示し、
この10年でほとんど変化はみられない。それ
に対して、「テレビゲームをする」生徒が20
ポイント近く増加（41.4％→60.1％）し、逆
に「新聞を読む」生徒が20ポイント減少
（80.2％→60.1％）している点が大きな特徴で
ある。
『ファミリーコンピュータ』が登場し、『ス
ーパーマリオブラザーズ』がブームとなった
のは1980年代半ばであった。ハードとソフト
の進化に合わせ、テレビゲームは子どもの生
活に根づいたようであり、2001年の調査では
「テレビゲーム機（携帯用テレビゲームも）が
家にある」は95.0％（「自分専用のものがあ
る」は64.6％）にも達した【vol.71 表03－02】。
テレビゲームの及ぼす影響や功罪については
様々な議論がある（『子ども学』vol.01 特集
「ビデオゲーム」（1993年 秋号）参照）が、
彼らの世代に共通する遊び、メディア体験と
なっている事実は確認しておこう。

3．中学生と電子メディア
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それに対して、活字メディアとのかかわり
は明らかに希薄化している。新聞を「毎日読
む」は39.1％から19.0％へと半減し、「ほとん
ど読まない」（15.4％→24.0％）と「ぜんぜん
読まない」（4.4％→15.9％）が大幅に増えて
いる【vol.71 図03 －02】。「文庫本や単行本
（マンガ以外）」についても、「読まない」が
49.2％と約半数であり、「月01 冊」が31.1％、
「02 冊以上」は19.7％にとどまる【vol.71 表
03－04】。
書物を手にして考えることは内省的な自己

を形成するうえで不可欠とされている。電子
メディアは、これまで活字メディアが果たし
てきた役割を担うことができるだろうか。

02 ）パソコンとインターネットの利用
状況

電子メディアといえば、真っ先に思い起こ
すのはパソコンやインターネットである。中
学生は新しく登場したそうしたメディアとど
のようにつきあっているのだろう。
2001年の調査によれば、「パソコンを毎日

のように使う」はさすがに9.7％であるが、
これに「しょっちゅう」10.7％、「わりと使
う」23.0％を加えると、43.4％になる。「ぜん

ぜん使わない」生徒（31.0％）も確かに存在
するが、パソコンを日常的に利用する中学生
はすでに04 割を超えた【vol.71 表02 －01】。
そして、パソコンを利用する目的の第01 位は
「インターネットで趣味に関連した検索をす
る」であり、4 人に01 人が「よくする」と答
えている【vol.71 表02－03】。
そこで、どんなサイトを利用しているかを

調べたのが、表06－06である。利用率が高い
のは「テレビ番組」や「タレントや歌手」の
サイトであるが、これは、テレビや音楽、雑
誌など従来のメディアに接して芽生えた「知
りたいこと」をネットで検索する、という新
しい情報行動が示されていると解釈できるだ
ろう。他方、おとなたちが心配するような
「アダルト、ドラッグ、自殺」などのサイト
に日常的に接している生徒は、今のところ、
数％程度にとどまっている。
ただ、ネット空間は匿名性が高く、利用す

るのにおとなであるか、子どもであるかを問
わない。また、飛び交う情報には、真偽の定
かでないものや反社会的なものも少なくな
い。ネットには多くの危険も存在しているこ
とを忘れず、情報を判断する力を養っていき
たい。

■表06－06 インターネットのサイト利用（vol.71 表02－04）

（％）

あるし、 あるし、 あるが、 そういう
よく利用 ときどき利用 小計 利用して サイトを見た
している している いない ことはない

テレビ番組のサイト 7.7     16.7    24.4    21.0    54.7    

タレントや歌手のサイト 9.5     13.6    23.1    19.7    57.2    

CDなどのランキングがわかるサイト 7.0     14.9    21.9    20.3    57.8    

占いに関連したサイト 3.0     13.5    16.5    23.9    59.6    

おとな向けのHなサイト 2.1     2.2     4.3     10.2    85.6    

中学生が悩みを語り合うサイト 0.8     1.3     2.1     10.7    87.2    

ドラッグなど、ふだん手に入れられ 1.0     0.8     1.8     8.2     90.0
ない物が手に入るサイト

自殺について語り合うサイト 1.0     0.4     1.4     6.0     92.6 
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ところで、中学生はどこでパソコンを使っ
ているのだろう。「使いたいときに自由に使
えるパソコン」について尋ねた結果では、実
に67.0％が「家族のパソコン」（「インターネッ
トが使える」は51.1％）と答え、「自分専用
のパソコン」も13.5％に達した。それに対し
て、学校での利用状況を確かめると、「自由
に使えるパソコンがあり、インターネットが
使える」が21.4％、「自由に使えるパソコン
があるが、インターネットは使えない」が18.1
％、「学校には自由に使えるパソコンはない」
が60.6％という結果であった【vol.71 表02－
02】。
このことは、学校教育とは関係なくパソコ

ンを自在に使いこなす中学生がいる一方で、
パソコンに触れる機会すらない者もいること
を意味する。家庭環境による格差と学校で行
うべき情報教育の遅れが心配される。

03 ）パーソナルメディアとしての携帯
電話

今、中学生に最も急速に普及している電子
メディアは携帯電話であろう。2001年の調査
では、「自分専用の携帯電話・PHS」（以下、
携帯電話）を持つ者は37.6％で、男女別では

女子（男子30.1％、女子46.0％）の保有率が、
学年別では03 年（01 年31.2％、2 年39.1％、3
年42.8％）の保有率が高かった【vol.71 表
04－01】。この調査から数年が経過した現在、
普及率はさらに高まっているに違いない。
携帯電話の使い方を尋ねると、第01 位は

「友だちとメールをする」（「よく＋わりと」
する割合で89.7％）、第02 位は「時計がわり
にする」85.4％であった。「友だちと話をす
る」61.7％、「親に帰宅時間などを連絡する」
60.5％よりも「友だちとメール」が多いこと
は、料金も関係するのだろうが、メールとい
う新しいコミュニケーションスタイルの広が
りを物語る。また、「携帯電話を使って情報
を得る」経験も01 年47.6％ 、2 年57.4％ 、3
年65.5％と増加しており、「携帯できる電話
機」から「パーソナルな情報メディア」とな
りつつあることがわかる【vol.71 表04－02・
表04－03】。
では、携帯電話の普及は子どもたちの意識

や生活にどんな影響を与えているのであろう
か。それを考える手がかりとして、「携帯電
話を持っていない」「短時間利用」「長時間利
用」の03 群を抽出し、自己像の比較を行った
図06－05をみてみよう。

■図6－5　あなたのタイプ × 携帯電話の利用（vol.71 TOPIC□5 から）�
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「長時間利用」群に着目すると、「人が自分
の思い通りの反応をしないとムカつく」「常
に誰かと話したり、一緒にいないと不安だ」
などの数値が高く（「とても＋わりと」そう
の割合）、自己中心的で寂しがりの傾向がみ
られる。反面、「長時間利用」群は「人の表
情をよむのが得意」63.6％、「聞き上手だと
思う」48.7％の数値も高く、携帯電話が対人
関係を円滑にするツールとして役立っている
ような印象もある。それに対して「短時間利
用」群は「時間にルーズな方だと思う」割合
が低く、「持っていない」群は「常に誰かと
話したり、一緒にいないと不安だ」の割合が
低いのは興味深い。
いつでも、どこでも、誰とでもつながるこ

とのできる携帯電話は確かに便利である。し
かし、片時も手放せないような気分にさせら
れるメディアでもある。成長過程にある中学
生には、携帯電話に引きずられない意志や環
境づくりが求められよう。

04）情報化の光と影
改めて、社会の「情報化」とはどのような

ことであるかを考えると、①社会生活を過ご
すうえで「情報」の果たす役割が極めて大き
く、②あらゆるものが「情報」の観点から意
味を与えられ、③とりわけここ数年、電子メ
ディアや通信ネットワークの発展によって生
活環境やライフスタイルに劇的な変化が起
こっていること、と整理できるだろう。
そうした「情報化」が中学生にもたらす

「光」は、①親世代よりも電子メディアへの
親和性が高く、②インターネットを使って知
りたい情報を入手したり、③メールという新
しいコミュニケーションのスタイルを得たこ

と、などが挙げられる。彼らの電子メディア
への前向きな姿勢は、89.8％が「おとなに
なったときにコンピュータを使える能力」は
「とても＋かなり」必要と答えている【vol.71
表01－09】ことからもうかがえる。
だが、「影」の部分も少なくない。本節の

01 ）でふれた「活字メディアとの接触の減少」、
02 ）でみた「家庭環境によるパソコン利用の
格差」、そして、3 ）で指摘した「携帯電話
長時間利用者」の「自己中心的で寂しがりの
傾向」などがそうだが、他にも心配な点がい
くつかある。
その01 つが、図06－06にみるような「イン

ターネットや携帯電話、雑誌などで知らない
人と友だちになった」経験である。驚くべき
ことに、男女別では女子の23.7％、学年別で
は03 年生の21.1％が「よく＋ときどき」ある
と答えている。
もちろん、「知らない人」や「友だち」の

ニュアンスをどう解釈するかにもよるし、メ
ディアを活用した交際範囲の拡大と肯定的に
評価できるかもしれない。だが、筆者には、
メディアや得られた情報に対してあまりにも
無防備と感じられてならない。関連して、情
報にさらされることで情報内容を疑似体験し
てしまうなど、知っている情報についておと
なと子どもの境界線がなくなってきているこ
とも気になる。
電子メディアはアクセスのしやすさや受け

手が感じるリアリティの面で、他のメディア
にない大きなアドバンテージがある。そうで
あればこそ、多様な実体験を積むことをこれ
まで以上に重視し、子どもたちに情報の質や
意味を見極める力を育てていきたい。
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■図6－6　インターネットや携帯電話、雑誌などで知らない人と友だちになった�
　　　　　　経験 ×性�・学年（vol.71 図 4－7） 
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大学・短大進学率…大学（学部）・短大（本科）への進学率（浪人を含む）�
高校進学率…高校の通信制課程（本科）への進学者除く�
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●モノグラフ・中学生の世界　特別号�

�

�

�
�
�
東北・上越新幹線開業（82）�
グリコ森永脅迫事件（84）�
�
�
�
�
�
�
放送大学開学（83）�
臨教審発足（84）�
�
�
�
�
�
ポカリスエット発売（80）�

�
�
�

CD（82）�
�
�
�
ルービックキューブ（80）�
チョロQ発売（80）�
なめ猫（81）�
東京ディズニーランド開園�
　　　　　　　　　　（83）�
ファミリーコンピュータ�
　　　　　　　　　（83）�
エリマキトカゲ（84）�
�
「オレたちひょうきん族」（81）�
「Dr.スランプ アラレちゃん」（81）�
「Ｅ・Ｔ」（82）�
「おしん」（83）�
「スクール☆ウォーズ」（84）�
「風の谷のナウシカ」（84）�
�
�
「CanCam」（81）�
「北斗の拳」（83）�
「DRAGON BALL」（84）�
�
�
�
�
�
�
校内暴力・いじめ・登校拒否�
が社会問題化�

日航ジャンボ機墜落事故（85）�
男女雇用機会均等法施行（86）�
地価高騰（86）�
国鉄民営化（87）�
エイズ社会問題化（87）�
消費税実施（89）�
セクハラ問題化（89）�
�
�
�
単位制高校制度化（88）�
初任者研修制度（88）�
小・中・高学習指導要領�
告示（89）�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

スーパーマリオブラザーズ（85）�
おニャン子クラブ（85）�
ビックリマンチョコ（86）�
ドラゴンクエスト（86）�
ミニ四駆（86）�
バンドブーム（89）�
ゲームボーイ（89）�
�
�
�
�

「となりのトトロ」（88）�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
中野区中学生いじめを苦に�
自殺（86）�
幼女連続誘拐殺人事件容疑者�
逮捕（89）�

�
�
湾岸戦争（91）�
バブル崩壊（91）�
育児休業法（91）�
Jリーグ開幕（93）�
�
�
�
�
大学入試センター試験実施�
　　　　　　　　　　（90)�
学校週5日制（毎月第2土曜日�
が休日）（92）�
業者テスト廃止（93）�

�
�
�
�
�
�
ポケベル流行�
ノートパソコン�
カーナビ�
液晶テレビ�
�
�
�

ＵＦＯキャッチャー流行（92）�
カラオケBox（92）�
ジュリアナ（93）�
�
�
�

�
�
「ちびまるこちゃん」（90）�
「クレヨンしんちゃん」（92）�
「セーラームーン」(92)�
「家なき子」（94）�
�
�
�
�

「SLAM DANK」(90）�
�
�
�
�
�
�
校門圧死事件（90）�
山形マット死事件（93）�
いじめ自殺多発（94）�

�
阪神淡路大震災（95）�
地下鉄サリン事件（95）�
大手金融機関の破綻相次ぐ�
　　　　　　　　　　（97）�
長野オリンピック（98）�
東海村臨界事故（99）�
�
�
�
学校週５日制が月２回に（95）�
小・中学習指導要領告示（98）�
高学習指導要領告示（99）�
�
�
�
�
�
O-157猛威を奮う（96）�

�
�
Windows95（95）�
携帯電話�
MDプレーヤー�
デジカメ�
�
コギャル・ルーズソックス・�
顔黒・茶髪（95）�
プリクラ（96）�
たまごっち（97）�
ハイパー・ヨーヨー（97）�
ダンスダンスレボリューション（98）�
遊戯王（98）�
キックボード（99）�
�

�
�
「名探偵コナン」（96）�
「ポケットモンスター」（97）�
�
�
�
�
「犬夜叉」（96）�
「ニコラ」（97）�
「ONE PIECE」（97）�
「NARUTO」（99）�
�

�
�
�
学級崩壊問題化（97）�
神戸連続児童殺傷事件（97）�
黒磯市教師刺殺事件（98）�

九州・沖縄サミット（00）�
えひめ丸沈没（01）�
同時多発テロ（01）�
完全失業率、初めて5％まで�
上昇（01）�
住民基本台帳ネットワーク�
開始（02）�
日韓共催Ｗ杯（02）�
�
大学・大学院への飛び入学の�
促進（01）�
「学びのすすめ」（02）�
完全学校週５日制（02）�
小・中新学習指導要領実施（02）�
国立大学法人化（04）�
�
�
SARS、鳥インフルエンザ流行�
                                    （03）�
�
�
�

カメラ付き携帯電話（00）�
�
�
�
�
�
東京ディズニーシー開園（01）�
USJ開園（01）�
お笑いブーム�
韓流ドラマブーム�
�
�
�
�
�
「ハリー・ポッター」（00）�
「千と千尋の神隠し」（01）�
「ロード・オブ・ザ・リング」�
　　　　　　　　　　　（01）�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
新潟少女監禁事件（00）�
出会い系サイト関連事件頻発（01）�
大教大附属池田小学校児童�
　　　　　　　殺傷事件（01）�
長崎県幼児誘拐殺人事件（03）�
佐世保小6女児殺害事件（04）�

S55�
1980～�

S60�
1985～�

H2�
1990～�

H7�
1995～�

H12�
2000～�

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

合計特殊出生率の推移�

1960 1965 1970 1975 1980 1985 1990 1995 2000（年）�

2.00 
2.14 

1.58（1966年） 

2.13 
1.91 

1.75 1.76 
1.54 1.42 1.36 

出典：厚生労働省�
『平成15年 人口動態統計』�


